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戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
化

第
二
期
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
学
長
の

大
山
で
す
。
本
学
は
「
生
活
の
質
の
向

上
、
技
術
の
発
展
と
持
続
可
能
な
社
会

に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・

研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

I
C
T
技
術
、A
I
技
術
の
発
展
や
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
的
要
請
に
よ
っ
て
、
教
育
・
研
究

手
法
も
時
代
と
と
も
に
進
化
・
発
展
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
を
見
据
え
、
学
生

が
主
体
と
な
る
新
し
い
学
修
・
教
育

東京工科大学学長

学長メッセージ
大山恭弘

令
和
2
年
度
の
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
選
定
委
員
会
の
審
議
で
は
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
が
顕
著
で
あ
っ
た
と

い
う
評
価
の
も
と
、
特
に
「
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
に
よ
る
先
進
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
定
常
的
に
予
算
計
上
し
、
継
続

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
新
た
に
規

程
等
も
制
定
し
ま
し
た
。

N
H
K
学
生
ロ
ボ
コ
ン
へ
の
挑
戦
を

継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
期
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
有
効
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
の
で
、

学
生
の
活
性
化
を
目
的
に
新
し
い
教
育

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
第
二

期
（
2
0
2
1
～
2
0
2
4
年
度
）
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
募
集
・
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
左
記
に
テ
ー

マ
名
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

本
学
の
特
徴
あ
る
教
育
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

手
法
を
開
発
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

2
0
1
7
年
度
よ
り
戦
略
的
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
実
施
期
間
4
年
間
、
年
度
予

算
2
9
4
0
万
円
）
を
立
ち
上
げ
、
①

実
学
主
義
教
育
の
推
進
、
②
教
育
力
の

強
化
、
③
社
会
の
要
請
に
基
づ
い
た

教
育
強
化
、
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
で
第
一
期
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
本
学
報
に

お
い
て
も
適
宜
紹
介
さ
れ
て
は
い
ま
し

た
が
、
そ
の
内
容
・
成
果
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。（
紙
面
の
都
合
か
ら
、

最
終
報
告
書
よ
り
抜
粋
・
要
約
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。）
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第一期戦略的教育プログラム

第二期戦略的教育プログラムにご期待ください！

応用生物学部

能力開発推進教育プログラム１

コンピュータサイエンス学部

実践的 IoT の
PBL 教育プログラム

２

メディア学部

VR（ヴァーチャルリアリティ）
を利用したPBL教育プログラム

3

工学部

工学部

医療保健学部

医療保健学部

デザイン学部

デザイン学部

教養学環

ロボット開発による
先進的教育プログラム

再生エネルギー利用
EV 製作教育プログラム

医療 VR 技術を応用した
臨床工学技士教育プログラム

国際的な教養を備えた
理学療法リーダー教育プログラム

プロジェクションマッピングを
用いる実践的教育プログラム

観光デザインの
実践的教育プログラム

グローバル人材育成教育プログラム

4

5

6

7

8

9

10

学部の専門性に関連する国家資格、認定資格の取得を支援し、学生の学修意欲と実学に基

づく専門能力を向上させる。5つの資格について学内での対策講座の開講、合格者への受

験料補助を行い、学部内の資格取得者が４年間で643名と大幅に増加した。また、学生の

「目に見えない自信、一定の達成感、自己肯定感」の醸成につながった。

IoT 分野の教育において、コンピュータサイエンス学部の学生に適した教授方法および教

材を開発する。教員、TA（ティーチングアシスタント）、SA（スチューデントアシスタント）、

企業人が共同で授業設計・運営・技術指導を行うことで、履修学生は多岐の視点から多く

のことを学ぶことができ、学生に適した (tailor-made な ) 教授法・教材の開発ができた。

XR（クロスリアリティ）技術をはじめとした先端的な技術をメディア学部の教育に生かすことに

より、学生の能動的な学修・研究を促す。MD（マーチャンダイジング）を利用したプレゼンテーショ

ン訓練システムの開発、球面ディスプレイを活用した遠隔システムの試作を行い、これらを活用

した学生のプレゼンテーション能力の向上や VR 空間を活用した発表スキルの向上がみられた。

意欲の高い学部学生による NHK 学生ロボコンへの挑戦を一貫してサポートし、多人数で協力し、

学年を超えたチームとして創造的工学プロジェクトを完遂する能力の習得を促す。定常的に 30

～ 40 名の学生が参加し、学生主体によるプロジェクト指導・遂行体制を構築することができ、

NHK 学生ロボコン本大会（2020 年度の特別番組を含む）への５年連続出場・出演を果たした。

再生可能エネルギーのみを使った EV（電気自動車）による学内競技会の枠組みを提供す

ることで、最新技術の実践力を身につけ、イベントによる学生の活性化を行う。40 ～ 50

名の3学科の学生による自主運営体制が整い、強いリーダーシップを持つプロジェクトリー

ダーが育つとともに、袖ヶ浦レースではミツバ賞の受賞を果たした。

演習・実習および臨床実習の補講等で活用できる VR シミュレータを開発し、臨床トレーニング

での有効活用を通して学生の意欲的な学びにつなげる。学生が主体的にシステム開発に必要な知

識や技術の調査を行い、ブレインストーミングにより VR シミュレータの開発を進捗させ、さら

に学生自身が被験者となることで実際に活用できるシステムの開発へつなげることができた。

学生の異文化理解、国際性の滋養、社会に役立つ教養を身につけ、今後求められる理学療

法のリーダーとしての人材を養成する。語学検定試験費用の助成を行うとともに、南オー

ストラリア大学の臨床施設やスポーツ現場などを学生と教員が訪問し、授業や実習に参加

した。学生のキャリア意識の形成や国際的感覚の涵養につながった。

プロジェクションマッピングの概念、技術を体系的に学ぶ機会を作り、空間、コミュニケーション

デザイン領域における感性的要素と技術的要素の融合した新しい表現法を構築する。この特別演習

を受けた学生の卒業研究では、プロジェクションマッピングの技術を使った空間の提案が多数見受

けられ、学生にとってプロジェクションマッピングの技術、表現が身近になったと考えられる。

大田区の情報や区内の話題性のある様々なコンテンツを調査し、デザインの力とデジタルメ

ディアを駆使して可視化、情報発信を画策するものである。学生による大田区役所観光課への

観光デザイン企画、CM 動画制作のプレゼンや、大田区のブランディングなどをテーマとした

オンラインワークショップを行い、実学としてのデザイン学士力の向上をみることができた。

グローバル人材の育成を目指し、海外の雰囲気や異文化に触れる、英語力の向上を目指

す、英語を使って海外で働く経験をする、という目標で各種海外プログラムを実施した。

TOEIC オンライン学習プログラムの費用助成、海外プログラム参加費用助成、社会や学

生のニーズに合う海外プログラム開拓を行い、延べ 217 人の学生が参加し、実践を通して

の苦手意識の克服、多様性の受容などの意識変化がみられた。

資格取得支援教育プログラム

産学連携クラウド学修を通じた新しい実学教育プログラム

デジタル技術を用いた作品制作による統合的なプロジェクト推進能力育成教育プログラム

ハイブリッド授業システムを活用した学生参加型のインクルーシブ教育プログラム 

AI デジタル設計 ・ 新材料活用モノ作り教育プログラム

サイエンスコミュニケーター育成支援教育プロジェクト

医療 XR による演習 ・ 実習教育プログラム 3 学科連携共同プロジェクト

リハビリテーション専門職リーダーを育成する研究 ・ 研修英語教育プログラム

オンライン環境を有効活用した視覚デザイン教育プログラム

プロジェクションマッピングを応用した 「新しい生活様式」 の提案と社会実装のための教育プログラム

グローバル人材育成教育プログラム

サービスラーニングによる実学教育促進プログラム

応用生物学部

コンピュータサイエンス学部

メディア学部

工学部

医療保健学部

デザイン学部

教養学環



6

KOUKADAI TOPICS
コウカダイ　トピックス

東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学

校
と
教
育
連
携
協
定
を
締
結

精
神
障
害
領
域
の
新
た
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
へ
臨
床

研
究
に
着
手

新
入
生
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
」
利
用
実
態
調
査
を
発
表

学
校
法
人
片
柳
学
園
は
、
東
京
成
徳

大
学
中
学
・
高
等
学
校
（
東
京
都
北
区
）

と
、
教
育
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
相
互
の

交
流
・
連
携
を
通
じ
て
、
中
学
・
高
校

生
の
視
野
を
広
げ
、
進
路
に
対
す
る
意

識
や
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
共
に
、
一

層
魅
力
あ
る
中
学
・
高
等
学
校
教
育
、

専
門
学
校
教
育
、
大
学
教
育
の
実
現
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

1
月
21
日
に
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
東
京
成
徳
大
学

中
学
・
高
等
学
校
の
木
内
秀
樹
理
事
長

と
本
学
園
の
千
葉
茂
理
事
長
が
協
定
書

に
署
名
を
行
い
、
今
後
の
教
育
連
携
に

向
け
て
、
両
校
の
教
職
員
の
間
で
活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
作
業
療
法
学
専
攻
の
清

家
庸
佑
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
日
本
臨
床
作
業
療
法
学
会
学
術
誌

の
2
0
1
9
年
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
、
精
神
障
が
い
者
の
生
活
障
害
の

観
察
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
を

も
と
に
、
新
た
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
臨
床
研
究
に
着
手
し
ま
し

た
。本

研
究
は
、
吉
備
国
際
大
学
の
京
極

真
教
授
ら
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の

で
、
統
合
失
調
症
な
ど
精
神
障
害
領
域

の
当
事
者
1
2
1
名
に
対
す
る
調
査
を

も
と
に
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
が
考
案
し

た
生
活
障
害
の
観
察
評
価
尺
度
と
精
神

障
が
い
者
の
主
観
的
状
態
や
健
康
状
態

と
の
関
連
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
観
察
評
価
で
も
当
事
者
の
主
観

後
は
、
学
園
が
展
開
す
る
先
進
的
な

I
C
T
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
出
張
授
業
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
教
育
連
携
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

東京成徳大学中学 ・ 高等学校 木内秀樹理事長 ( 右 )
片柳学園理事長 千葉茂 ( 左 )

と
関
連
を
も
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
研
究
成
果
を
も
と
に
、
当

事
者
の
生
活
障
害
を
改
善
す
る
よ
り
質

の
高
い
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
を
検
証
す
る
た
め
、
全
国
約
20

施
設
の
協
力
の
も
と
新
た
な
臨
床
研
究

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
従
来
は
十

分
な
生
活
支
援
の
提
供
が
困
難
で
あ
っ

た
重
度
の
精
神
障
が
い
者
に
対
し
て

も
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
の
可
能
性
を

探
索
し
て
い
ま
す
。

東
京
工
科
大
学
で
は
、
２
０
２
１

年
度
の
新
入
生
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
利
用
状
況
な
ど

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
（
調
査
時
期
２
０
２
１
年

４
月
、
サ
ン
プ
ル
数
１
４
８
０
人
、
男

女
比 

約
６
対
４
）。

こ
の
調
査
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
と
な
り

ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
率
で
は
、「In

sta
g
ra

m
」

（
前
年
比
3.3
ポ
イ
ン
ト
増
69
・
９
％
）

が
調
査
開
始
以
来
６
年
連
続
の
増
加
。

女
子
（
同
2.6
ポ
イ
ン
ト
増
85
・
６
％
）

で
は
、「T

w
itter

」（
0.9
ポ
イ
ン
ト
減

85
・
３
％
）
を
わ
ず
か
に
上
回
り
初

現在利用している SNS （全体／複数回答）

清家庸佑助教

Instagram
が
６
年
連
続
増
で
７

割
、
女
子
でTw

itter
に
並
ぶ
、
動
画

配
信
サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
傾
向
、
ビ
デ
オ

通
話
は
前
年
比
減
び

連
絡
手
段
はLIN

E

の
優
位
揺
る
が

ず
。Instagram

のDM

も
増
加

の
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
６

年
以
来
ほ
ぼ
全
員
が
利
用
し
て
い
る

「L
IN

E

」
は
、
女
子
で
初
の

100
％
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
「T

ik
T

ok

」（
6.8
ポ

イ
ン
ト
増
29
・
７
％
）
は
、
女
子
の
約

４
割
（
8.9
ポ
イ
ン
ト
増
39
％
）
が
利
用

す
る
な
ど
主
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
最
も
高

い
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

連
絡
手
段
で
は
、「L

IN
E

」
が
0.6

ポ
イ
ン
ト
増
98
・
９
％
と
６
年
連
続
で

95
％
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
２
位
の

「In
sta

g
ra

m

の
Ｄ
Ｍ
」
が
0.8
ポ
イ
ン
ト

増
38
・
３
％
と
な
っ
た
一
方
、「T

w
itter
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工
学
部
で
は
、
２
０
１
５
年
の
学
部

開
設
以
来
、
コ
ー
オ
プ
教
育
を
必
修
科

目
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ー
オ
プ

教
育
は
、
約
２
ヶ
月
間
の
企
業
実
習
と

事
前
・
事
後
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
、
本
学
が
国
内
で
も
唯
一
必
修
科

目
と
し
て
体
系
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
毎
年
約
３
０
０
名
の
学
生

が
多
様
な
業
種
に
属
す
る
企
業
に
お
い

て
就
業
経
験
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

コ
ー
オ
プ
教
育
は
、
参
加
し
た
学
生

の
実
践
的
知
識
の
獲
得
や
職
業
に
対
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
き
て
お
り
、
文
部
科
学
省
か

ら
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
学
的
展
開
の
可

能
性
を
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
年
夏
期
休
暇
期

間
か
ら
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
及
び
応
用
生
物
学
部
に
範
囲
を

広
げ
た
コ
ー
オ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
話
はLIN

E
９
割
以
上
、
キ
ャ
リ
ア

３
割

YouTube

は
99
％
が
利
用
、Am

azon

ビ
デ
オ
な
ど
動
画
サ
ー
ビ
ス
も
増
加

iPhone

利
用
率
は
約
８
割
に
拡
大
、

女
子
は
９
割
弱

の
Ｄ
Ｍ
」（
1.9
ポ
イ
ン
ト
減
28
・
１
％
）

は
女
子
で
5.1
ポ
イ
ン
ト
減
の
35
・
２
％

と
な
り
ま
し
た
。

通
話
手
段
で
は
、「L

IN
E

通
話
」
が

91
・
４
％
と
前
年
に
続
き
９
割
以
上
が

利
用
。「
キ
ャ
リ
ア
の
通
話
」（
1.9
ポ
イ

ン
ト
減
31
・
６
％
）
は
減
少
傾
向
で
す

が
前
年
（
24
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）
に
比

べ
微
減
と
な
り
ま
し
た
。

動

画

配

信

サ

ー

ビ

ス

で

は

「Y
ou

T
u
b
e

」
が
６
年
連
続
ト
ッ
プ

で
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
99
％
が
利
用
。

「A
m

a
zon

ビ
デ
オ
」（
4.8
ポ
イ
ン
ト

増
35
・
１
％
）
は
前
年
に
続
き
拡
大
、

「A
b
em

a
T

V

」（
1.0
ポ
イ
ン
ト
減
34
・

７
％
）
を
わ
ず
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
「T

V
er

」
は
女
子
の
３
割
弱
（
6.3

ポ
イ
ン
ト
増
27
・
９
％
）「N

etflix

」

は
同
２
割
（
7.0
ポ
イ
ン
ト
増
20
％
）
が

利
用
す
る
な
ど
女
子
を
中
心
に
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ニ
コ
ニ
コ
動

画
」（
4.8
ポ
イ
ン
ト
減
26
・
１
％
）
は

２
年
連
続
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
独
自
の
コ
ー
オ
プ
教
育
を

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
部

へ
拡
大

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
全
学
部

に
お
い
て
コ
ー
オ
プ
教
育
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
す
る
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
約
20
社
の

企
業
か
ら
実
習
生
の
募
集
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
学
部
が
拡
大
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
業
種
的
に
も
広
告
や
メ

デ
ィ
ア
関
係
な
ど
従
来
な
い
企
業
の
参

加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
掲
示
さ
れ
た
募

集
を
見
て
応
募
し
た
学
生
か
ら
７
名
が

選
別
さ
れ
、
事
前
教
育
を
受
け
た
上
で

８
月
後
半
か
ら
９
月
に
か
け
て
約
３
週

間
の
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
習
か
ら

帰
っ
て
来
た
学
生
は
さ
ら
に
事
後
教
育

を
受
け
、
実
習
の
成
果
を
深
く
身
に
つ

け
た
上
で
、
そ
の
後
の
学
修
や
就
職
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。３

学
部
を
対
象
と
し
た
コ
ー
オ
プ
教

育
は
、
今
後
毎
年
、
春
期
休
暇
期
間
及

び
夏
期
休
暇
期
間
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
今
回
は
、
経
済
・
社
会
状
況
に

加
え
て
、
初
回
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
参

加
学
生
数
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
大
き
く
発
展
し
て
行
く

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

故
片
柳
鴻
前
理
事
長
の
胸
像
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

本
学
園
の
創
立
者
で
、
2
0
1
9
年

8
月
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
故
片
柳
鴻

前
理
事
長
の
胸
像
が
製
作
さ
れ
、
日
本

工
学
院
専
門
学
校
校
友
会
よ
り
学
校
法

タイトル：創立者 片柳 鴻 先生之像
制作会社：株式会社 竹中銅器
銅像サイズ：高さ210㎝（台座120㎝＋胸像81㎝）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
種
類
で
は
、

「iP
h
on

e

」
の
利
用
率
が
調
査
開
始
以

来
７
年
連
続
で
増
加
し
約
８
割
（
1.7
ポ

イ
ン
ト
増
79
・
９
％
）。
女
子
で
は
９

割
近
く
（
87
・
４
％
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

人
片
柳
学
園
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

胸
像
は
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
1

階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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応用生物学部

メディア学部

教養学環

工学部

デザイン学部

大学院

大学院

大学院

学
部
・
学
環
・
研
究
科
便
り東京工科大学

ＳＮＳ公式アカウント
一覧はこちら

＊新任教員の自己紹介　松井 毅　教授

＊新任教員の自己紹介　関 洋子　講師

＊大淵新学部長の下、 サステイナブルなポストコロナ ・ メディア学部へ

＊オープンキャンパス （来場型 ・ オンライン型） 報告

＊ 2020 年度サービスラーニング

＊コロナ禍での学修支援センターの取り組み

＊ 3 年目を迎えるデータサイエンス入門

＊ NHK 学生ロボコン 5 回連続出場に向けて全力で準備中

＊ ICT を活用して高性能な電気自動車 （EV） を製作する新プロジェクトが始動

＊厳しい状況下でもコーオプ教育を継続、 さらなる発展も

＊今年度の前期授業体制について

＊ 「美術史」 （専攻共通 ・ 選択必修科目／ 1 年次対象）

＊感性演習 「伝える」 （視覚デザイン専攻 ・ 必修科目／ 2 年次対象）

＊スキル演習 「基礎製図」 （工業デザイン専攻 ・ 必修科目／ 2 年次対象）

＊スキル演習 「撮影 ・ 画像加工」 （視覚デザイン専攻 ・ 必修科目／ 2 年次対象）

＊コース専門演習Ⅰ 「工業デザイン」 （選択科目／ 3 年次対象）

＊サステイナブル工学専攻の入学式と新入生ガイダンスでの挨拶

＊大学院工学研究科の大学院生による研究活動

＊大学院工学研究科の研究プロジェクト

＊本研究科が初めての修了生を送り出しました

＊コロナ禍における教育研究活動状況について

＊医療技術学研究科長メッセージ

＊医療技術学研究科臨床検査学専攻が設置されました

機械工学科 / 電気電子工学科 / 応用化学科

工学研究科

デザイン研究科

医療技術学研究科
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は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
応
用
生

物
学
部
に
赴
任
致
し
ま
し
た
松
井
毅
と

申
し
ま
す
。
横
浜
の
鶴
見
に
あ
り
ま
す

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所 

生
命
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
来
ま

し
た
。
私
は
、
博
士
課
程
修
了
後
か
ら

の
約
20
年
間
、
皮
膚
科
学
の
基
礎
研
究

を
民
間
企
業
・
大
学
・
国
立
の
研
究
所

な
ど
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

皮
膚
組
織
の
造
形
は
実
に
美
し
く
、

機
能
と
形
態
の
美
し
さ
を
併
せ
持
っ
て

い
る
不
可
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
皮
膚
表
皮
の
最
上
層
に
あ

り
私
達
の
体
を
守
っ
て
い
る
、
死
細
胞

の
堆
積
物
か
ら
な
る
角
層
バ
リ
ア
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
を
、
細
胞

生
物
学
的
・
進
化
生
物
学
的
観
点
か
ら

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
ま
し

た
。
こ
の
角
層
バ
リ
ア
の
形
成
の
謎
が

解
明
さ
れ
、
深
く
理
解
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
角
層
バ
リ
ア
破
綻
を
伴
う

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
よ
う
な
病
気
の

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
角
層
機
能
を
良
い
状
態
に

保
て
る
の
か
と
い
う
化
粧
品
分
野
へ
の

応
用
性
な
ど
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

の
研
究
テ
ー
マ
に
携
わ
る
き
っ
か

け
は
、
2
0
0
0
年
の
博
士
課
程
修
了

後
、
エ
ー
ザ
イ
の
基
礎
研
究
所
で
あ
る

株
式
会
社
カ
ン
研
究
所
に
お
い
て
、
上

皮
細
胞
と
い
う
体
の
組
織
を
覆
っ
て
い

る
細
胞
シ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の

か
を
調
べ
て
い
こ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

で
し
た
。
当
時
は
、
ま
ず
、
腸
な
ど
の

内
側
を
覆
っ
て
い
る
単
層
上
皮
と
、
体

の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
皮
膚
表
皮
な
ど

の
重
層
扁
平
上
皮
の
違
い
が
何
か
を
解

明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
形
態
的

に
は
異
な
り
な
が
ら
も
、
上
皮
細
胞
と

し
て
の
性
質
は
共
通
し
て
い
る
二
つ
の

組
織
が
、
根
本
的
に
何
が
異
な
っ
て
い

る
の
か
を
、
遺
伝
子
発
現
部
位
か
ら
比

べ
て
い
き
ま
し
た
。
色
々
解
析
し
て
い

く
う
ち
に
、
単
層
上
皮
は
、
多
細
胞
生

物
が
基
本
的
に
持
つ
自
発
的
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
利
用
し
な
が
ら
、
細
胞
の
塊
の

一
番
外
側
に
作
ら
れ
る
性
質
が
あ
る
の

に
対
し
て
、
重
層
扁
平
上
皮
は
、
特
有

の
様
々
な
遺
伝
子
を
発
現
し
つ
つ
、
重

層
化
し
て
細
胞
死
を
起
こ
し
、
角
層
バ

リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
重
層
扁
平
上

皮
が
、
約
3
億
6
千
万
年
前
に
両
生
類

の
祖
先
が
、
陸
上
へ
進
出
す
る
際
に
体

表
面
の
皮
膚
を
形
成
す
る
た
め
に
ゲ
ノ

ム
D
N
A
を
変
化
さ
せ
、
新
た
な
遺
伝

子
群
を
獲
得
し
て
得
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に

出
現
し
た
、
爬
虫
類
、
鳥
類
、
哺
乳
類

に
お
い
て
も
体
表
面
の
皮
膚
を
様
々
な

環
境
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
、
ゲ
ノ
ム

D
N
A
変
化
を
伴
っ
て
角
層
を
変
化
さ

新
任
教
員
の
自
己
紹
介

　
　
　
　
　
　

松
井　

毅　

教
授

せ
て
き
た
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
陸
上
脊
椎
動
物

の
体
表
面
に
お
け
る
角
層
形
成
様
式
の

変
化
の
歴
史
が
、
細
胞
が
適
応
進
化
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
謎
を
解
く
、
最
も
良

い
題
材
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

そ
の
後
の
様
々
な
試
行
錯
誤
の
上
、

私
達
は
角
層
を
作
る
顆
粒
層
細
胞
を
分

離
・
培
養
し
、
細
胞
死
を
起
こ
し
て
角

化
に
至
る
過
程
を
観
察
す
る
実
験
系
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

方
法
を
用
い
て
、
最
近
私
達
は
、
顆
粒

層
細
胞
の
細
胞
死
と
角
層
形
成
に
は
、

高
い
細
胞
内
C
a
2
+
濃
度
と
引
き
続

い
て
起
こ
る
細
胞
内
酸
性
化
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
細
胞
死
の
概

念
を
「
コ
ル
ネ
オ
ト
ー
シ
ス
」
と
呼
ぶ

こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
達
の
研
究
室
で

は
、
学
生
が
配
属
さ
れ
た
後
は
、
化
粧

品
開
発
の
場
と
な
る
角
層
バ
リ
ア
形
成

に
関
す
る
深
い
知
識
を
得
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
心
技
体
、

技
よ
り
心
、
技
を
極
め
て
こ
こ
ろ
を
作

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
科
学
的
な
も
の

ご
と
の
考
え
方
・
伝
え
方
を
身
に
つ
け

て
い
く
と
同
時
に
、
人
間
性
を
高
め
つ

つ
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
様
々
な
分
野
で

活
か
し
て
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
な
人

材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
4

月
に
応
用
生
物
学
部
食
品
コ
ー
ス
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
関
洋
子
（
せ
き
ひ
ろ
こ
）

新
任
教
員
の
自
己
紹
介

　
　
　
　
　
　

関　

洋
子　

講
師

応
用
生
物
学
部

と
申
し
ま
す
。
私
は
東
京
海
洋
大
学
大

学
院
食
品
流
通
安
全
管
理
専
攻
（
修

士
）、
東
京
海
洋
大
学
大
学
院
応
用
生

命
科
学
専
攻
（
博
士
）
を
修
了
し
、
博

士
号
取
得
後
も
海
洋
大
の
研
究
員
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

玉
川
大
学
農
学
部
先
端
食
農
学
科
で
助

教
と
し
て
勤
務
し
、
今
年
度
よ
り
、
東

京
工
科
大
学
応
用
生
物
学
部
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。

研
究
は
博
士
課
程
よ
り
食
品
の
品
質

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
博

士
課
程
で
は
、
に
が
り
を
利
用
し
た
魚

肉
の
う
ま
味
成
分
の
保
持
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
魚
肉
の

う
ま
味
成
分
は
イ
ノ
シ
ン
酸（
I
M
P
）

で
、
I
M
P
は
魚
肉
筋
肉
中
の
A
T
P

の
分
解
に
よ
り
生
成
さ
れ
ま
す
。

魚
が
生
き
て
い
る
状
態
で
は
A
T
P

は
再
合
成
さ
れ
ま
す
が
、
死
ぬ
と

A
T
P
は
再
合
成
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
時
A
T
P
か
ら
I
M
P
ま

で
は
比
較
的
早
く
分
解
が
進
む
た

め
、
I
M
P
が
筋
肉
中
に
蓄
積
し
ま
す

が
、
I
M
P
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

I
M
P
分
解
酵
素
に
よ
っ
て
不
味
成
分

で
あ
る
H
x
R
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
う
ま
味
成
分
を
保
持
す
る
た

め
に
は
I
M
P
分
解
酵
素
の
働
き
を
抑

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
I
M
P
分
解

酵
素
は
単
一
酵
素
で
は
な
く
複
数
の
種

類
の
酵
素
が
あ
り
、
そ
の
働
き
の
強
さ

や
組
成
は
魚
種
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
魚
種
ご
と
の
検
討
が
必
要
で
す
。

私
は
マ
サ
バ
、
ギ
ン
ザ
ケ
、
サ
ン
マ
、

マ
ダ
ラ
の
I
M
P
分
解
酵
素
に
お
よ
ぼ

す
塩
や
に
が
り
の
影
響
を
調
査
し
、
ど

れ
も
一
定
以
上
の
濃
度
で
は
働
き
を
抑

え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
A
T
P
の
分
解
生
成
物
量
は

魚
の
鮮
度
評
価
の
指
標
で
あ
る
K
値
に

も
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

K
値
は
A
T
P
関
連
化
合
物
全
体
に

対
す
る
H
x
R
と
H
x
の
割
合
で
、
魚

の
鮮
度
が
劣
化
す
る
と
K
値
は
上
昇
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
も
説

明
し
ま
し
た
が
、
魚
の
死
後
、
A
T
P

か
ら
I
M
P
ま
で
は
比
較
的
早
く
分

解
が
進
む
こ
と
か
ら
、
筋
肉
中
に
は

I
M
P
が
蓄
積
し
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、

I
M
P
の
分
解
を
抑
え
る
こ
と
で
K
値

の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
、
I
M
P
分
解
酵

素
の
働
き
を
抑
え
る
こ
と
は
魚
肉
の
鮮

度
保
持
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
博
士
取
得
後
は
魚
肉
の
う
ま
味

成
分
の
保
持
だ
け
で
な
く
、
魚
肉
の
品

質
保
持
に
も
着
目
し
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
。
玉
川
大
学
農
学
部
で
は
魚
肉
だ

け
で
な
く
、
肉
や
野
菜
の
品
質
保
持
に

も
研
究
範
囲
を
広
げ
て
取
り
組
み
、
本

学
に
お
い
て
も
引
き
続
き
食
品
の
品
質

評
価
、
品
質
保
持
に
関
す
る
研
究
を
新

し
い
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
続
け

て
参
り
ま
す
。
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2
0
2
1
年
度
よ
り
、
柿
本
正
憲

教
授
（
現
副
学
長
）
に
代
わ
り
、
大

淵
康
成
教
授
が
メ
デ
ィ
ア
学
部
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
大
淵
新
学
部
長

は
、（
株
）
日
立
製
作
所
中
央
研
究

所
勤
務
を
経
て
2
0
1
5
年
に
本
校

に
着
任
し
た
実
務
家
出
身
の
博
士
（

情
報
理
工
学
）
で
、
音
声
や
音
響
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
専
門
家
と
し
て

研
究
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
大
淵
新
学

部
長
体
制
は
、
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

が
見
え
な
い
中
で
の
新
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
次
の
5
年
10
年
に
繋
が

る
教
育
の
構
築
を
、
と
い
う
新
学
部
長

の
方
針
の
下
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
教
員

は
一
丸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
2
0
2
0
年
度
は
前
期

が
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
り
、

新
入
生
は
一
度
も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を

踏
み
入
れ
な
い
ま
ま
夏
期
休
暇
に
突
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
後
期
は

一
部
対
面
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
が
、

2
0
2
1
年
に
な
る
と
再
び
感
染
が
拡

大
し
、
多
く
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら

も
、
当
初
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
授
業
が
対

面
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、
4
月
末

か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、

再
度
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
切
り
替
え

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る

し
く
対
応
に
追
わ
れ
る
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
メ
デ
ィ
ア

学
部
は
教
育
・
研
究
共
に
、
例
年
に
負

け
ず
と
も
劣
ら
な
い
成
果
を
あ
げ
て
い

大
淵
新
学
部
長
の
下
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
な
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
メ
デ
ィ
ア
学
部
へ

メ
デ
ィ
ア
学
部

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

ま
す
。
ま
ず
教
育
に
つ
い
て
は
、
対
面

授
業
レ
ベ
ル
の
質
を
保
っ
た
新
し
い
遠

隔
授
業
の
確
立
に
励
み
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
と
は
元
来
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運

ぶ
媒
体
の
こ
と
で
あ
り
、
人
と
人
と
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
そ

ん
な
メ
デ
ィ
ア
学
を
極
め
た
教
員
が
結

束
し
、
ど
う
や
っ
て
人
と
人
と
を
つ
な

げ
ば
良
い
の
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

知
見
を
集
め
て
、
学
生
た
ち
を
孤
立
さ

せ
な
い
新
た
な
授
業
形
態
を
作
り
上
げ

て
い
っ
た
の
で
す
。
結
果
的
に
、
対
面

授
業
に
は
な
い
遠
隔
授
業
の
良
さ
や
活

用
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る

対
面
授
業
は
非
常
に
重
要
で
す
。た
だ
、

対
面
と
遠
隔
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
高
い
教
育
効
果
を
あ
げ
る
可

能
性
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
研
究
活
動
に
お
い
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
は
多
方
面
に
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
会
は
例

年
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
し
、
参
加
方
法
も
発
表
方
法

も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な

変
化
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
教
員
・

学
生
は
い
ち
早
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
の
活
動
だ

け
を
取
り
上
げ
て
も
、「
映
像
表
現
・

芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
」
や

「
2
0
2
1
年
電
子
情
報
通
信
学
会

総
合
大
会
」、「
音
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
1
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
学
会
第

5
回
全
国
大
会
」
と
い
っ
た
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
（
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

で
数
多
く
の
対
外
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
発
表
者
の
う
ち
何
名
か
は
、
学
会

が
授
与
す
る
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。
情

報
処
理
学
会
第
83
回
全
国
大
会
で
学
生

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
中
村
哲
平
さ
ん

（
受
賞
時
4
年
）
は
『
流
量
推
定
を
用

い
た
ラ
テ
ア
ー
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

手
法
の
提
案
』
と
題
し
、
C
G
を
用
い

た
ラ
テ
ア
ー
ト
の
練
習
方
法
に
関
す
る

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
テ
ア
ー
ト
と

は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
に
フ
ォ
ー

ム
ミ
ル
ク
を
注
ぎ
、
そ
の
注
ぎ
方
に

よ
っ
て
カ
ッ
プ
の
液
面
上
に
模
様
を
描

く
と
い
う
も
の
で
す
。
流
体
力
学
に
よ

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
C
G
で
ラ

テ
ア
ー
ト
を
再
現
す
る
先
行
研
究
は
数

多
く
存
在
し
ま
す
が
、
中
村
さ
ん
は
ラ

テ
ア
ー
ト
と
い
う
技
術
を
習
得
す
る
際

の
練
習
過
程
に
着
目
し
ま
し
た
。
そ
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
流
量
推
定
実
験
の

結
果
ま
で
を
ま
と
め
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
は
、

緊
急
事
態
の
最
中
に
あ
っ
て
も
柔
軟
に

対
応
し
、
積
極
的
な
教
育
・
研
究
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
で
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
り
ま
し
た
が
、
2
0
2
1
年
度
は

厳
格
な
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
、
一

部
来
場
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
定
員
制
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
18
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
来
場

型
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大

淵
学
部
長
と
各
コ
ー
ス
の
教
員
に
よ
る

「
メ
デ
ィ
ア
学
部
説
明
＋
コ
ー
ス
紹
介
」

を
ホ
ー
ル
会
場
で
行
っ
た
後
、
研
究
棟

に
て
、「
A
E
D
―
L
A
B
（
羽
田
）」、

「
e
x
S
D
（
伊
藤
彰
）」
な
ど
、
計
11

の
研
究
室
を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
4
月
と
5
月
に
N
H
K

の
番
組
で
、
聴
覚
障
害
児
の
療
育
向

け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
が
紹
介
さ
れ
た
吉

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（来
場
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
）
報
告

岡
英
樹
講
師
の
「
聴
覚
障
害
支
援
メ

デ
ィ
ア
研
究
室
」
も
公
開
さ
れ
、
吉

岡
講
師
自
ら
が
来
場
者
に
本
ア
プ
リ

「
V
o
c
a
g
r
a
p
h
y
!
」（
ボ

キ
ャ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
の
開
発
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
研
究
室
で
も
、
所
属
す
る
学
生
と
指

導
教
員
が
来
場
者
に
研
究
室
内
を
案
内

し
つ
つ
、
研
究
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
気
軽
に
高
校
生
と

大
学
生
が
交
流
で
き
る
場
を
提
供
す
る

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
研

究
室
で
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の
概
要

や
、
研
究
室
そ
の
も
の
の
雰
囲
気
は
わ

か
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
は
オ
ン
ラ
イ
ン
型

で
も
ラ
イ
ブ
配
信
で
メ
デ
ィ
ア
学

部
を
紹
介
す
る
「
T
H
I
S 

I
S 

i
n
t
e
b
r
o
」
や
T
G
S
出
展
予

定
ゲ
ー
ム
の
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
と
い
っ

大淵康成メディア学部長
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ロ
ボ
コ
ン
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
N
H
K
学
生
ロ
ボ
コ
ン
で
の
優
勝

を
目
標
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
必
要
な

技
術
や
知
識
の
修
得
は
も
ち
ろ
ん
、
問

題
解
決
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
現

在
、
9
月
8
日
に
開
催
予
定
の
N
H
K

学
生
ロ
ボ
コ
ン
2
0
2
1
に
向
け
て

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
学
部
の
３
学
科
が
協
力
し
て
電

気

自

動

車
（E

V
 E

lectric V
eh

icle

） 

を
製
作
す
る
Ｅ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

２
０
１
７
年
4
月
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
第
１
期
Ｅ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
期
間
が
終
了
し
た
の
に
伴
い
、

２
０
２
１
年
4
月
か
ら
は
「
Ｅ
Ｖ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
生
ロ
ボ
コ
ン
５
回
連
続
出
場

に
向
け
て
全
力
で
準
備
中

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
高
性
能
な
電
気
自

動
車
（Ｅ
Ｖ
）
を
製
作
す
る
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
動

工
学
部

2
0
2
1
年
の
競
技
ル
ー
ル
は
、
国
際

大
会
の
主
催
国
で
あ
る
中
国
の
伝
統
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、矢
に
見
立
て
た
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

フ
ィ
ー
ル
ド
上
に
あ
る
筒
の
中
に
入
れ

る
も
の
で
す
。
よ
り
多
く
の
筒
に
矢
を

入
れ
れ
ば
勝
ち
で
す
が
、
筒
を
移
動
さ

せ
て
相
手
の
得
点
を
阻
止
す
る
こ
と
も

で
き
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
ま
し
た
。
何

か
と
制
限
の
あ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
様
々
な
手
段
を
使
っ
て
、

メ
デ
ィ
ア
学
部
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
2
0
2
0
年
大
会
は
ロ
ボ
ッ

ト
を
開
発
し
て
い
る
途
中
で
大
会
中
止

が
決
ま
り
、
大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
2
0
2
1
年
大
会
は
現
在
の
と

こ
ろ
無
観
客
で
現
地
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
大
会
に
出
場
す
る
に
は
、
8

月
初
旬
に
実
施
さ
れ
る
ビ
デ
オ
審
査
に

通
過
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
年

50
チ
ー
ム
程
度
が
応
募
し
、
20
チ
ー
ム

強
が
本
戦
に
出
場
で
き
ま
す
が
、
今
年

は
感
染
予
防
の
た
め
、
大
会
出
場
で
き

る
チ
ー
ム
は
14
チ
ー
ム
の
み
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
大
学
で
の
活
動
は
、
マ
ス

ク
着
用
や
手
指
の
消
毒
、
換
気
、
体
調

管
理
等
の
感
染
予
防
策
を
徹
底
し
た
う

え
で
行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
よ
り
厳
し

い
審
査
に
な
る
う
え
、
活
動
の
制
限
も

多
い
中
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
日
々
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
に
精
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
2
0
1
6
年
に
初
め
て
出
場
し
て

か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
4
年
連
続
出
場
の
記
録
を
途
切
れ
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
ま
た
大
会
で
勝
利

す
る
た
め
に
も
、
残
り
少
な
い
期
間
で

す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

切
り
ま
し
た
。

前
回
の
E
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
工
学
の
体
得
を
目
的

に
、
同
一
規
格
の
バ
ッ
テ
リ
で
走
行
距

離
を
競
う
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
に
出
場
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
E
V
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
で
は
、
工
学
的
に
完
成
度

の
高
い
設
計
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

学
生
工
学
競
技
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
挑
戦
し
ま
す
。

車
体
の
構
造
設
計
、
電
気
回
路
設
計
な

ど
の
書
類
審
査
に
パ
ス
し
な
け
れ
ば
、

実
走
し
て
性
能
を
競
う
本
戦
に
も
参
加

来
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
高
性
能
な
E
V
を
製
作
す

る
た
め
、
A
I
、
C
A
D
、
構
造
解

析
、
磁
場
解
析
と
い
っ
た
I
C
T
を
活

用
し
て
E
V
を
設
計
し
ま
す
。
参
加
メ

ン
バ
ー
は
E
V
の
設
計
・
製
作
を
通
し

て
、
I
C
T
ツ
ー
ル
の
活
用
ス
キ
ル
を

修
得
し
ま
す
。

4
月
か
ら
の
活
動
で
は
、
2
0
2
1

年
度
の
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、静
的
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

3
月
に
は
、
車
体
の
構
造
設
計
を
ま
と

め
た
等
価
構
造
計
算
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
5
月
に
は
、
安
全
基
準
を
満
た
す

1
0
0
種
類
以
上
も
の
電
気
回
路
を
設

計
し
た
電
気
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ム
と
、

E
V
の
故
障
モ
ー
ド
と
そ
の
影
響
を
評

価
し
た
故
障
モ
ー
ド
影
響
度
解
析
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
東
京
工
科

大
学
か
ら
の
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
へ
の

参
加
実
績
は
な
く
、
書
類
審
査
、
本
戦

に
向
け
た
E
V
製
作
も
手
探
り
状
態
で

す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
内
で
の

活
動
時
間
・
集
合
人
数
が
制
限
さ
れ
る

と
い
う
状
況
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
活
動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
な

が
ら
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
注
）
２
０
２
１
年
７
月
末
時
点
の
内
容
で
す
。
ロ
ボ
コ
ン
の
ビ
デ
オ

審
査
は
通
過
し
、
本
戦
出
場
を
目
指
し
て
活
動
中
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
し
て
い
る
中
で
、

コ
ー
オ
プ
実
習
の
実
施
に
つ
い
て
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
多
く
の
企
業
の
ご
理
解
と
ご
支

援
の
も
と
で
、昨
年
春
か
ら
、通
常
２
ヶ

月
間
の
実
習
期
間
を
３
週
間
と
短
縮
し

つ
つ
、
ほ
ぼ
全
て
の
学
生
が
企
業
実
習

を
体
験
で
き
る
機
会
を
確
保
し
て
き
ま

し
た
。
現
下
の
状
況
の
中
で
も
企
業
実

習
を
続
け
て
い
け
る
こ
と
は
、
本
当
に

多
く
の
企
業
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て

可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
感
謝
に
堪

え
ま
せ
ん
。

今
年
の
秋
の
機
械
工
学
科
学
生
の
実

習
か
ら
は
、
通
常
通
り
の
約
２
ヶ
月
間

の
期
間
に
戻
す
方
向
で
現
在
準
備
を
進

め
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
の

収
束
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、
企
業
の

方
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
な
る
べ
く

早
く
コ
ー
オ
プ
教
育
の
本
来
の
姿
に
戻

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
コ
ー
オ
プ
教
育
に
関
し
て
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
新
し
い
動

き
に
着
手
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
、
工
学
部
に
お
い
て
の
み

コ
ー
オ
プ
教
育
を
実
施
し
て
来
ま
し

た
。
コ
ー
オ
プ
教
育
は
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
来
て
お
り
、
文
部
科
学
省
か
ら

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
学
的
展
開
を
求
め

ら
れ
て
来
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も

踏
ま
え
、
大
学
と
し
て
、
本
年
夏
期
休

暇
期
間
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
及
び
応
用

生
物
学
部
を
対
象
と
す
る
コ
ー
オ
プ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
開
始
し
ま
し

た
。
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し

厳
し
い
状
況
下
で
も
コ
ー
オ
プ
教
育
を

継
続
、
さ
ら
な
る
発
展
も

た
が
、
広
告
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
な
ど
従

来
な
い
分
野
も
含
め
て
約
20
社
の
企
業

か
ら
実
習
生
の
募
集
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
応
募
し
た
学
生
か
ら
７
名
が
選
別

さ
れ
、
事
前
教
育
を
受
け
た
上
で
、
８

月
後
半
か
ら
９
月
に
か
け
て
約
３
週
間

の
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
コ
ー
オ
プ
教
育
が
本

学
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
部
に
展

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。今
回
は
、

経
済
・
社
会
状
況
に
加
え
て
、
初
回
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
参
加
学
生
数
は
限
ら

れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
大

き
く
発
展
し
て
行
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
学
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
未

だ
終
息
し
な
い
2
0
2
1
年
に
お
い
て

も
、
先
ず
重
要
な
の
は
感
染
を
避
け
る

た
め
の
安
心
安
全
な
体
制
で
す
。
全
面

的
な
遠
隔
授
業
と
し
た
昨
年
度
前
期
は
、

様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
ツ
ー
ル
を
駆

使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
面
同
様
の

教
育
効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方

で
対
面
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
気
付
く

機
会
を
得
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
感
染

予
防
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
オ
ン
デ

マ
ン
ド
）
の
併
用
と
い
う
形
で
授
業
を

実
施
、
ま
た
ご
家
族
に
基
礎
疾
患
が
あ

る
な
ど
の
事
情
の
あ
る
学
生
は
、
保
護

者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
も
可
能
と
い
た
し
ま
し
た
。
以
下
、

学
部
に
お
け
る
取
り
組
み
、
授
業
運
営

の
工
夫
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

画
集
や
展
覧
会
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
接
す
る
制
作
物
は
、
生
活

と
は
隔
絶
し
た
「
作
品
」
と
誤
認
さ
れ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
本
来
は
、
デ

ザ
イ
ン
と
同
様
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い

て
、
何
ら
か
の
用
途
を
持
っ
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
そ

の
こ
と
を
明
示
し
た
う
え
で
、
制
作
物

の
構
図
や
技
法
を
説
明
、
受
講
生
の

制
作
に
寄
与
す
る
こ
と
を
企
図
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
講
義
内
容
を

M
o
o
d
l
e
に
口
語
調
で
u
p
し
た

う
え
で
、
対
面
も
し
く
は
オ
ン
デ
マ
ン

2
専
攻
の
う
ち
「
視
覚
デ
ザ
イ
ン
専

攻
」
の
2
年
生
を
対
象
と
し
た
感
性
演

習
（「
工
業
デ
ザ
イ
ン
専
攻
」
は
「
関
係

づ
け
る
」
を
履
修
）
は
、
対
面
と
遠
隔

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
課
題
ご
と
に
入
れ
替

え
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
で
構
成
し
、

1
演
習
室
あ
た
り
最
大
30
人
と
し
て
4

つ
の
演
習
室
を
Z
o
o
m
で
実
施
し
ま

し
た
が
、
教
員
側
は
概
ね
問
題
な
く
対

応
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
対
面
と
遠
隔

昨
年
度
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
感
染
症
予
防
の

措
置
を
講
じ
対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
や
手
書
き
の
図
面
が
必
要
と
さ
れ
る

状
況
は
稀
で
す
が
、
C
A
D
な
ど
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
て
作

業
を
行
う
際
に
も
、
寸
法
感
覚
を
身
に

つ
け
、
手
描
き
製
図
の
感
覚
に
知
識
を

持
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
採
寸

し
て
手
描
き
の
図
面
を
引
く
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
学
生
は
間
隔
の
離
れ
た
席

に
て
４
グ
ル
ー
プ
で
受
講
。
休
憩
も
4

交
代
で
取
る
な
ど
、
感
染
予
防
に
留
意

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
前
期
授
業
体
制
に
つ
い
て

「美
術
史
」
（専
攻
共
通
・
選
択
必
修
科

目
／
１
年
次
対
象
）

感
性
演
習

「
伝
え
る
」
（
視
覚
デ
ザ
イ

ン
専
攻
・
必
修
科
目
／
２
年
次
対
象
）

ス
キ
ル
演
習

「基
礎
製
図
」
（工
業
デ
ザ

イ
ン
専
攻
・
必
修
科
目
／
２
年
次
対
象
）

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

Zoom を通じて実習成果を発表中の学生

ド
に
て
画
像
を
駆
使
し
た
作
品
解
説
を

行
う
形
で
実
施
し
、
最
終
回
は
全
体
を

3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
教
室
内
に
展
開

し
た
江
戸
時
代
（
18
世
紀
半
）
の
屏
風

と
掛
け
軸
に
実
際
に
至
近
で
接
し
、
生

活
の
道
具
―
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
美

術
の
役
割
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

通
常
授
業
以
上
に
積
極
的
に
関
心
を

持
っ
て
実
物
に
挑
む
受
講
生
の
姿
か
ら

は
、
メ
デ
ィ
ア
上
の
画
像
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
「
リ
ア
ル
」
の
持
つ
力
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
の
時
限
が
異
な
る
学
生
個
々
の
事

情
に
対
応
す
る
た
め
、
学
内
で
の
空
き

教
室
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
も
可
と
し

ま
し
た
。
5
月
以
降
は
感
染
症
防
止
の

指
針
に
よ
り
、
課
題
の
発
表
な
ど
に
よ

る
入
構
希
望
者
は
事
前
申
告
制
に
し
て

対
面
授
業
を
行
う
な
ど
の
工
夫
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
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全
体
を
4
ク
ラ
ス
に
分
け
、
P
C
演

習
室
・
視
覚
デ
ザ
イ
ン
専
攻
専
門
演
習

室
・
撮
影
ス
タ
ジ
オ
の
3
室
を
使
用
し

て
画
像
加
工
担
当
の
教
員
2
名
と
撮
影

担
当
の
教
員
2
名
で
行
い
ま
し
た
（
２

パ
ー
ト
交
互
に
進
行
）。
事
前
に
講
師
に

よ
る
機
材
の
扱
い
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

視
聴
、
そ
の
後
実
際
に
機
材
操
作
を
す

る
形
と
し
ま
し
た
。
座
学
を
中
心
に
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
対
応
が
可
能

な
内
容
も
あ
る
の
で
す
が
、
機
材
操
作

に
関
し
て
は
、
リ
モ
ー
ト
だ
け
で
は
十

分
な
説
明
が
難
し
い
の
で
す
。
演
習
で

は
対
面
で
技
術
を
修
得
し
た
い
学
生
に

対
し
て
は
、
可
能
な
限
り
の
措
置
を
取
っ

て
、
実
際
に
機
材
に
触
れ
使
用
す
る
際

に
必
要
な
ス
キ
ル
を
蓄
積
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大

学

の

学

修

支

援

シ

ス

テ

ム

「M
ood

le

」
を
ベ
ー
ス
に
、Z

oom

・

G
oog

leM
eet

・M
iro

・P
in

terest

を

利
用
し
な
が
ら
、
新
し
い
生
活
様
式
を

意
識
さ
せ
る
課
題
内
容
に
し
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
ベ
ー
ス
と
し

つ
つ
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
・
模
型
制
作
な

ど
の
た
め
に
、
専
門
演
習
室
の
利
用
を

可
能
と
し
て
、
制
作
面
で
の
対
面
指
導

を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
遠
隔
授
業
に

は
、
教
員
と
学
生
の
双
方
が
共
有
す
る

情
報
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
が
見
え
る
形
で
授
業
が

記
録
さ
れ
て
い
く
の
で
進
捗
が
把
握
し

ス
キ
ル
演
習

「撮
影
・
画
像
加
工
」
（視

覚
デ
ザ
イ
ン
専
攻
・
必
修
科
目
／
２
年

次
対
象
）

コ
ー
ス
専
門
演
習
Ⅰ

「工
業
デ
ザ
イ
ン
」

（選
択
科
目
／
３
年
次
対
象
）

や
す
く
、
ま
た
通
学
に
要
す
る
時
間
を

課
題
に
使
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
る
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
の
他
に
、
制

作
時
の
制
限
（
材
料
の
受
け
渡
し
や
技

術
的
な
指
導
）
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
昨
年
来
活
用
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
ツ
ー
ル
を
状
況
に
応
じ
て
駆

使
、
対
面
よ
り
も
指
導
上
で
密
接
な
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
因

す
る
様
々
な
状
況
は
、
今
ま
さ
に
在
る

現
実
の
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
現
況
や

今
後
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会
と
い
う

事
も
見
据
え
た
う
え
で
、
対
面
・
オ
ン

ラ
イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
活
か
し
、

課
題
内
容
も
含
め
て
実
学
的
な
学
修
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

教
養
学
環

２
０
２
０
年
度
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

本
学
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
地

域
連
携
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
か

し
た
体
験
型
学
習
が
特
徴
の
授
業
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
2
0
2
0
年
度
前
期
は
閉
講
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
後
期
は
集
中
型
に
変

更
し
て
今
年
2
月
に
開
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

学
生
数
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
17
名
の
学
生
が
八
王
子
市
内

で
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
実
習

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
学
生
は
、
農

業
と
福
祉
の
連
携
を
実
践
し
て
い
る

ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
八
王
子
に
お
い
て

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
ま
し
た
。
福
祉
の
概
念
を
取
り

入
れ
た
農
業
は
、
野
菜
を
生
産
・
販
売

す
る
だ
け
で
な
く
地
域
と
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

所
で
の
体
験
は
、
学
生
に
人
と
の
「
つ

な
が
り
」
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
さ
せ

る
貴
重
な
学
習
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。 

二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
ア
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
ユ
ギ
で
は
、
都
市
部
の
里
山

保
全
を
テ
ー
マ
に
体
験
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
活
動
場
所
は
八
王
子
市
堀
之

内
地
域
に
残
る
東
京
都
が
指
定
す
る
里

山
保
全
地
域
の
水
田
で
、
そ
の
田
ん
ぼ

の
溝
堀
り
（
水
路
堀
り
）
が
基
本
的
な

作
業
で
し
た
。
昔
な
が
ら
の
水
田
で
の

溝
堀
り
は
力
の
い
る
地
道
な
作
業
で
、

仲
間
と
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
よ
う
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
今
後
も

地
域
と
学
生
を
つ
な
ぐ
体
験
学
習
型
授

業
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
学
生
の
問
題
解
決
力
や
市
民
性
を

育
む
教
育
の
場
と
し
て
の
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み

大
学
で
の
多
く
の
講
義
は
、
一
人
あ

る
い
は
少
数
の
教
員
と
多
く
の
学
生
の

間
で
の
対
話
で
な
さ
れ
ま
す
。
各
教
員

は
も
ち
ろ
ん
言
葉
を
尽
く
し
て
対
話
を

試
み
ま
す
が
、
も
の
ご
と
の
理
解
の
方

法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
伝
わ
る
表

現
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
各
教
員

の
言
葉
だ
け
で
は
限
度
も
あ
り
ま
す
。

教
養
学
環
の
運
営
す
る
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
講
師

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
英

語
・
数
学
・
物
理
・
生
物
・
化
学
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
文
章
技
法
と
幅
広
い

分
野
で
、
学
生
が
一
対
一
で
相
談
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
一
対
一

で
す
か
ら
、
細
か
く
疑
問
点
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
学
修
効
果
は
絶
大

で
す
。
日
頃
の
講
義
で
の
疑
問
点
だ
け

で
な
く
、
個
人
で
進
め
て
い
る
勉
強
に

つ
い
て
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

2
0
2
0
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
体
制
を
築
き
、
学
生
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
さ
の
な

か
、学
生
だ
け
で
は
な
く
講
師
の
方
々
、

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
皆
、
戸
惑
い
な
が

ら
の
運
用
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
結

果
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
学

生
の
学
び
の
機
会
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
で
き
た
こ
と
が
、
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
の
一
つ
の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
従
来
の
対
面

で
の
相
談
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
応
じ
て
一
部
オ
ン

ラ
イ
ン
対
応
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
時
間
の
許
す
限
り

何
度
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講
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３
年
目
を
迎
え
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

入
門2

0
1
9
年
度
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ

ス
4
学
部
の
1
年
生
を
対
象
に
し
た

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」が
始
ま
っ

て
か
ら
、今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
の
進
化
に
伴
い
、
日
々
の
ニ
ュ
ー

ス
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
言
葉
が
あ

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

師
の
方
々
も
皆
、
少
し
で
も
学
生
の
学

び
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と

今
か
今
か
と
み
な
さ
ん
の
来
訪
を
待
っ

て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
納
得

の
い
く
ま
で
学
問
に
取
り
組
ん
で
、
一

生
学
び
続
け
る
き
っ
か
け
を
得
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
そ
の
活

用
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
期
待
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

本
科
目
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎

的
な
事
項
と
応
用
事
例
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
学
ぶ
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
1
年
生

の
必
修
科
目
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

講
義
で
は
統
計
学
の
知
識
と
そ
の

運
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た

デ
ー
タ
収
集
や
デ
ー
タ
整
理
の
方
法
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
に
加
え
、
社
会
調
査
の

実
例
や
機
械
学
習
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

な
ど
の
実
践
的
な
話
題
に
も
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
講
義
内
の
演
習
で
は

E
x
c
e
l
を
使
用
し
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
表
計
算
ソ
フ
ト
に
触
れ
た
経
験
が

な
い
人
も
、
各
回
の
進
行
に
合
わ
せ
た

段
階
的
な
学
習
に
よ
り
、
自
身
の
手
を

動
か
し
な
が
ら
無
理
な
く
デ
ー
タ
解
析

の
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

八
王
子
の
各
学
部
に
所
属
す
る
学
生

は
専
門
課
程
で
の
実
験
や
調
査
だ
け
で

は
な
く
、
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
も
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
機

会
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
手
法
や
ツ
ー
ル
が
急
速

に
進
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
で
は
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
核
に
あ
る
統
計
学
に

早
い
段
階
で
馴
染
み
、
応
用
を
見
通
す

力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
デ
ー
タ
活
用
の
適
切

な
方
法
を
学
び
、
未
来
の
デ
ー
タ
社
会

を
牽
引
す
る
役
割
を
担
う
存
在
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
学
院

工
学
研
究
科

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
の
入
学
式

と
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
の
挨
拶

大
学
院
工
学
研
究
科
の
大
学
院
生
に
よ

る
研
究
活
動

2
0
2
1
年
度
の
大
学
院
新
入
生
の

入
学
式
が
、
学
部
新
入
生
と
合
同
で
4

月
6
日
に
蒲
田
の
片
柳
ア
リ
ー
ナ
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
工
学
研
究
科
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
に
は
博
士
前
期
課

程
（
修
士
課
程
）
に
39
名
、
博
士
後
期

課
程
に
2
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。こ

の
入
学
式
に
先
立
つ
4
月
2
日

に
、
大
学
院
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

な
い
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
の
研
究
科
長
挨
拶
で
す
。

「
大
学
院
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
挨
拶
」

「
ご
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
度
に
引
き
続
き
今
年
も
、
日
本

も
世
界
も
大
ピ
ン
チ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

は
未
曾
有
の
災
厄
で
す
。
第
4
波
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
っ
た
だ
中

に
大
学
院
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
皆
様

は
、
打
た
れ
強
さ
を
身
に
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
究
活
動
も
昨
年
度
と
同

様
に
第
4
波
、
第
5
波
に
よ
り
中
断
さ

せ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
の
無
計
画
で
は
こ
の

２
年
間
を
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
計
画
的

な
研
究
活
動
、
前
倒
し
の
習
慣
を
身
に

つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

人
は
弱
い
も
の
で
す
。
流
さ
れ
易
い

も
の
で
す
。
周
り
が
落
ち
込
ん
で
い
る

と
き
に
、
引
き
ず
ら
れ
て
自
分
ま
で
落

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学

専
攻
の
学
生
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
研
究
活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

日
々
の
研
究
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
学
術

論
文
誌
で
の
研
究
成
果
の
発
表
や
各
種
学

会
に
お
け
る
研
究
発
表
や
、
更
に
そ
れ
に

伴
う
受
賞
な
ど
、
多
く
の
研
究
業
績
を
達

成
し
て
い
ま
す
。

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学

専
攻
の
学
生
に
よ
る
２
０
２
０
年
１
月
か

ら
２
０
２
１
年
７
月
ま
で
の
期
間
に
お
け

ち
込
み
、
活
動
を
低
調
に
し
て
し
ま
う

こ
と
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
時
間
の
無
駄

で
す
。
何
も
せ
ず
に
無
為
に
時
を
過
ご

す
の
は
、
限
ら
れ
た
人
生
の
時
間
の
浪

費
で
す
。
緩
慢
な
自
殺
で
す
。
自
分
を

活
か
す
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
し
ょ

う
。限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
世
界
に
誇
れ

る
研
究
成
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
時
間
的
な
猶
予
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
地
獄
の
よ
う
に
忙
し

い
日
々
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
安
心

し
て
下
さ
い
。「
極
楽
は
飽
き
る
、
地

獄
は
慣
れ
る
」
と
も
申
し
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
忙
し
さ
に
慣
れ
て
く
だ
さ

い
。ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

ピ
ン
チ
こ
そ
能
力
を
身
に
着
け
る
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
に
自
分
を
鍛
え
て
育
て
ま
し
ょ
う
。

長
い
皆
さ
ん
の
人
生
の
中
で
、
こ
の

大
学
院
の
在
学
時
期
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
、大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」
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る
、
学
術
論
文
誌
へ
の
掲
載
や
学
会
等
で

の
対
外
発
表
は
、
合
計
で
21
件
で
し
た
。

特
に
、
そ
の
内
１
件
は
国
際
的
な
英
文
誌

へ
の
掲
載
で
あ
り
、
９
件
は
国
際
学
会
で

の
発
表
で
し
た
。
学
生
達
が
取
り
組
ん
だ

研
究
を
国
際
的
な
舞
台
で
発
表
す
る
と
い

う
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
こ
の
中

で
２
件
の
発
表
が
学
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
主
要
な
成
果
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

原
賢
二
教
授
が
指
導
す
る
木
村
将

也
さ
ん
、
商
磊
さ
ん
、
川
俣
隆
充
さ

ん
は
６
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

「In
tern

ation
al C

on
feren

ce on
 G

reen
 

C
h
em

istry an
d E

n
gin

eerin
g tow

ards 

S
u
sta

in
a
b
le

 D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t –

 A
n
 

In
du

strial P
erspective

」
で
、
そ
れ
ぞ

れ
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
中
で
川
俣
隆
充
さ
ん
は
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

川
俣
隆
充
さ
ん
は
、“

P
reparation

 

of m
ix

ed
-m

on
ola

yers of isocya
n
id

e 

m
olecu

les on
 gold su

rface aim
in

g for 

con
certed catalyst” 

と
い
う
題
目
で
研

究
成
果
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
天
然
の

酵
素
の
構
造
と
機
能
を
模
倣
し
た
人
工
の

触
媒
の
作
製
を
指
向
し
て
、
自
身
で
設

計
・
合
成
し
た
複
数
の
分
子
を
金
表
面
上

に
集
積
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
集
積
構
造
を

学
内
の
研
究
設
備
を
駆
使
し
て
解
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
触
媒
の
作
り
方
に

つ
い
て
の
指
針
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。

大
久
保
友
雅
准
教
授
が
指
導
す
る
中

尾
根
美
樹
さ
ん
は
、
６
月
に
開
催
さ
れ

た
国
際
会
議
「T

h
e 2

2
n
d In

tern
ation

al 

S
y
m

p
o
siu

m
 o

n
 L

a
se

r P
re

cisio
n
 

M
icrofabrication

」
に
お
い
て
シ
ョ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
研
究
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
結
果

「O
u
tstan

din
g S

tu
den

t P
aper A

w
ard 

(S
h
ort O

ral P
resen

tation
)

」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

同
じ
く
大
久
保
友
雅
准
教
授
が
指
導

す
る
越
地
駿
人
さ
ん
は
、
研
究
成
果
を

「A
n
alysis of V

ase S
h
aped

 P
u
m

pin
g 

C
avity for S

olar-P
u
m

ped L
aser

」

と

い
う
題
目
で
筆
頭
著
者
と
し
て
研
究

論
文
に
ま
と
め
て
、
国
際
的
な
学
術

雑
誌
で
あ
る
「J

ou
rn

al of A
dvan

ced 

C
o
m

p
u
ta

tio
n
a
l In

te
llig

e
n
ce

 a
n
d 

In
telligen

t In
form

atics

」

に

投

稿

し

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
受
理
さ
れ
て
、

２
０
２
１
年
３
月
に
同
雑
誌
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

工
学
研
究
科
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
下
俊
教
授
は
、
農
林
水
産
省
の
農

林
水
産
研
究
推
進
事
業
委
託
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
で
、
材
料
開
発
の
責
任
者
と

し
て
、
天
然
樹
木
か
ら
ス
ー
パ
ー
エ
ン

プ
ラ
を
作
る
次
世
代
技
術
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
N
E
D
O
な
ど

複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
遂
行
中
で
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
材
料
の
観
点
か
ら
本

学
の
技
術
の
ア
ピ
ー
ル
と
社
会
貢
献
を

行
っ
て
い
ま
す
。

原
賢
二
教
授
は
、
N
E
D
O
の
燃
料

電
池
な
ど
利
用
の
飛
躍
的
拡
大
に
向
け

た
共
通
課
題
解
決
型
産
学
官
連
携
研
究

開
発
事
業
に
お
い
て
、
白
金
を
使
用
し

な
い
新
し
い
燃
料
電
池
の
触
媒
の
開
発

に
重
要
と
な
る
分
析
手
法
の
開
発
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
７

月
に
開
催
さ
れ
た
N
E
D
O
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
国
内
外
の
学

会
等
で
発
表
し
ま
し
た
。

入
谷
康
平
助
教
は
、
N
E
D
O
の
先

導
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
未
踏
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
５
０
に
お
い
て
、
深
刻
化
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
に
よ
る
環
境
汚
染
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
応
用
生
物
学

部
と
共
同
で
、
光
合
成
に
よ
り
二
酸
化

炭
素
を
利
用
し
て
増
殖
す
る
微
生
物
細

胞
を
素
材
と
し
て
用
い
る
「
細
胞
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
」
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。大

久
保
友
雅
准
教
授
は
、
N
E
D
O

の
官
民
に
よ
る
若
手
研
究
者
発
掘
支
援

事
業
に
お
い
て
、
次
世
代
の
航
空
機
エ

ン
ジ
ン
の
材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
Ｓ
ｉ
Ｃ
／
Ｓ
ｉ
Ｃ 

Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
実
用

化
に
向
け
て
、
そ
の
材
料
を
レ
ー
ザ
に

よ
っ
て
加
熱
し
て
試
験
を
行
う
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
し
い
試
験
装
置
の
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
工
学
研
究
科
の
教
員
は
、
産

学
官
の
連
携
に
よ
る
研
究
を
活
発
に

行
っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
は
多
く
の
大

学
院
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
工
学
研
究
科
の
学
生
は
、
こ
の

よ
う
な
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
る
機
会

を
得
て
、ま
た
そ
れ
を
遂
行
す
る
中
で
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
目
指
し
て
、

様
々
な
経
験
を
積
む
環
境
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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大
学
院

デ
ザ
イ
ン
研
究
科

本
研
究
科
が
初
め
て
の
修
了
生
を
送
り

出
し
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
状

況
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
が
今
春
は
じ
め
て

の
１
期
生
８
名
を
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
災
禍
に
よ
る
状
況
の
中

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
染
防
止
に

努
め
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
、
無
事
今

年
３
月
に
学
内
の
み
で
研
究
発
表
の
作

品
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
学
生
の
研
究
発
表
で
は
、
視

覚
効
果
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

広
告
展
開
の
研
究
か
ら
現
代
空
間
に
調

和
す
る
文
様
の
デ
ザ
イ
ン
展
開
、
生
活

３
年
目
と
な
る
今
年
度
の
デ
ザ
イ
ン

研
究
科
は
、完
成
年
度
を
無
事
に
終
え
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
教
育
指
導
体

制
等
の
検
証
を
含
め
て
、
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

未
だ
見
え
な
い
な
か
、
引
き
続
き
感
染

防
止
対
策
と
教
育
研
究
活
動
の
両
立
を

図
り
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
両
立
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
か
ら
活
用
し
て

い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
継
続
し
た
研
究

指
導
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。当
初
は
、

パ
ソ
コ
ン
越
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
安
心
か
つ
安

定
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
つ
く

り
、ど
こ
か
ら
で
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、

内
容
や
目
的
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効
果

的
で
、
対
面
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
可

能
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

と
同
時
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
の
難
し
い

面
も
わ
か
り
ま
し
た
。
改
め
て
対
面
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
場
を
共
有
し
て
い
る

こ
と
で
通
じ
合
う
も
の
も
学
生
に
と
っ

て
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後

は
研
究
の
段
階
や
教
育
の
目
的
や
効
果

を
ふ
ま
え
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
期
に
行
っ
た
２
年
生
の
研
究
活
動

の
進
捗
を
確
認
す
る
研
究
発
表
会
で

は
、
大
学
内
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
で
対
面
と
遠
隔
の
併
用
で
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
一
部
の
留
学
生
が

地
元
中
国
か
ら
参
加
し
、
ま
た
個
人
の

に
潤
い
を
も
た
ら
す
雑
貨
の
デ
ザ
イ

ン
、
離
れ
た
場
所
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

製
品
の
価
値
を
変
換
す
る
デ
ザ
イ
ン
、

手
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
用
品
の
デ

ザ
イ
ン
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に

よ
る
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
自
然

と
建
築
と
の
共
存
す
る
空
間
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
研
究
で
す
。
こ
れ
ら
は
既
存
の

デ
ザ
イ
ン
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
視

点
で
「
生
活
の
質
の
向
上
」
と
「
生
活

に
根
ざ
し
た
実
学
」
を
追
求
し
た
デ
ザ

イ
ン
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
で
取
り
組
ん
だ
研
究
活
動
の

成
果
を
通
し
て
、
新
し
く
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
社
会
状
況
の
な
か
で
、
こ

の
１
期
生
た
ち
が
幅
広
く
活
躍
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

事
情
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
学
生
や
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
か
ら
参
加
し
、
全
員
が
同
時
に
研
究

内
容
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。デ

ザ
イ
ン
研
究
科
は
、
現
代
社
会
の

多
様
な
課
題
に
対
し
て
創
造
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
ま
さ
に
現
在
、
あ
ら
ゆ
る

国
々
の
人
々
が
共
通
し
た
課
題
に
直
面

し
、
教
育
研
究
活
動
に
対
し
て
不
自
由

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
前
を
向

い
て
社
会
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う

思
い
の
も
と
研
究
を
し
続
け
て
い
ま

す
。今
年
度
入
学
し
た
10
名
は
、各
テ
ー

マ
で
研
究
を
始
め
た
段
階
で
す
が
、
昨

年
度
入
学
し
た
2
年
生
9
名
は
、
こ
の

感
染
状
況
が
収
ま
ら
な
い
ま
ま
修
了
研

究
の
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
個
々
の
学
生
が
現
在
の
こ
の
置
か

れ
た
状
況
を
真
摯
に
受
け
入
れ
、
担
当

教
員
の
指
導
の
も
と
研
究
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
特
に
目
立
っ
た
こ
と
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
向
け

て
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
に
お
い
て
は
、
学

生
個
々
の
そ
う
し
た
状
況
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
こ

の
学
生
た
ち
の
研
究
活
動
を
ど
う
す
れ

ば
活
性
化
さ
せ
、
促
進
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
学
生

同
士
の
研
究
を
互
い
に
刺
激
し
合
い
、

時
に
は
協
力
し
な
が
ら
高
め
あ
っ
て
い

く
本
来
の
研
究
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
I
C
T
の
活
用
や
大
学
内
の

設
備
や
機
材
を
整
備
し
、
こ
の
状
況
に

適
応
し
た
研
究
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2020 年度デザイン研究科修了研究発表展示

デザイン研究 II 中間発表の様子
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大
学
院

医
療
技
術
学
研
究
科

医
療
技
術
学
研
究
科
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

医
療
技
術
学
研
究
科
臨
床
検
査
学
専
攻

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

「
医
療
は
、
病
め
る
人
を
助
け
る
、

と
い
う
人
間
の
基
本
的
な
意
識
か
ら
出

発
し
た
営
み
で
す
。
医
学
の
進
歩
に
よ

り
、
治
療
法
の
開
発
も
進
み
、
平
均
寿

命
も
延
び
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
未

知
の
感
染
症
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な

り
、
高
齢
化
や
少
子
化
、
医
療
財
政
に

つ
い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
、
み
ん
な

で
考
え
る
べ
き
難
題
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
的
な

医
学
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必

須
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
医

学
・
医
療
の
将
来
を
見
据
え
た
、
広
い

識
見
と
柔
軟
な
発
想
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
目
的
を
達
し
、
医
療
の
分
野

で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、

大
学
院
「
医
療
技
術
学
研
究
科
」
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
①
確
実
な
医
学
的
基
盤
に
立

ち
、
②
医
療
の
問
題
解
決
に
み
ず
か
ら

向
き
合
い
、
③
さ
ら
に
医
療
チ
ー
ム
の

中
で
共
同
作
業
し
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
担
え
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
欲
を
持
つ
、
活
気
に
あ

ふ
れ
た
若
い
方
の
参
加
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。」

Ｈ
Ｐ
に
前
述
の
文
章
を
書
き
ま
し

た
。
学
部
教
育
で
の
、
国
家
試
験
合

格
、
就
職
と
い
う
目
的
に
加
え
、
大
学

院
で
は
研
究
的
な
意
識
を
付
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
東
京
工
科
大
学
が

発
展
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
大
学
院
生
が
十
分
に
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、
研
究
設
備
、
研
究
環
境
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
年
4
月
よ
り
、
医
療
保
健
学
部
の

大
学
院
と
し
て
、
医
療
技
術
学
研
究
科

臨
床
検
査
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
一
期

生
と
し
て
5
名
の
修
士
生
が
入
学
し
ま

し
た
。
臨
床
検
査
は
人
体
の
機
能
を
検

査
す
る
生
理
機
能
検
査
と
人
体
か
ら
採

取
さ
れ
た
検
体
（
組
織
・
血
液
・
尿
等
）

を
対
象
と
し
、
形
態
や
成
分
を
分
析
す

る
検
体
検
査
が
あ
り
、
検
査
対
象
の
違

い
に
よ
っ
て
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
現
在
臨
床
検
査
で
行
わ
れ
て
い
る
検

査
項
目
は
約
１
０
０
０
種
類
も
あ
り
、

医
療
の
発
展
に
よ
り
新
た
な
検
査
項
目

や
分
析
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
専
攻
で
は
臨
床
検
査
技
師
の
教
育

課
程
修
了
者
を
対
象
と
し
て
、
学
部
教

育
を
礎
に
さ
ら
に
臨
床
検
査
学
の
様
々

な
分
野
に
特
化
し
た
教
育
・
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
医
療
全
体
を
俯
瞰
で
き

幅
広
く
医
療
の
問
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
教
育
も
実
施
し
、
医
療
現
場
の
臨

床
検
査
分
野
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
科
の
教
育
の
特
色
と
し
て
、

専
門
基
礎
科
目
・
専
門
領
域
科
目
・
研

究
科
目
の
3
つ
の
分
野
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
専
門
基
礎
科
目
で
は
医
療
に

携
わ
る
医
療
人
ま
た
研
究
人
と
し
て
の

必
要
な
倫
理
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
医
療
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
や

問
題
点
等
を
学
ぶ
こ
と
で
そ
の
資
質
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
臨

床
検
査
学
科
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
医

療
保
健
学
部
の
他
学
科
の
教
員
も
参
画

し
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
の
講
義
と
す

る
こ
と
で
、
臨
床
検
査
分
野
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
広
く
医
療
の
問
題

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
専
門
領
域
科
目
で
は
生
理

機
能
検
査
学
、
血
液
病
態
学
を
中
心

と
し
た
病
態
機
能
検
査
学
領
域
と
生

体
情
報
解
析
学
、
分
析
化
学
検
査
学
、

感
染
制
御
学
を
中
心
と
し
た
病
因
解

析
検
査
学
領
域
に
分
け
ら
れ
、
細
分

化
さ
れ
た
臨
床
検
査
学
の
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
に
お
け
る
最
新
の
検
査
法
や

医
療
技
術
を
特
論
・
演
習
の
形
式
で

修
得
し
ま
す
。
研
究
科
目
で
は
医
療

技
術
学
研
究
企
画
・
医
療
技
術
学
研

究
Ⅰ~

Ⅲ
に
分
か
れ
、
1
年
前
期
か

ら
専
門
基
礎
・
専
門
領
域
科
目
で
培
っ

た
知
識
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
無
理

な
く
じ
っ
く
り
と
研
究
課
題
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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Campus Scenes

キャンパスの正門は学園の“顔”に当たる最も重要な場所であり、本学の精神を

門扉に表現するべきと考え、私がそのデザインを手掛けることになりました。人生

は「マラソン」そのものに例えられることから、マラソン走者がゴールのテープを

切る感動的なシーンを題材にして、それを 6 対の大きな門扉のデザインとしてまと

めました。一方、門全体のデザインは、人は常に温厚にして円満な人格を養うこと

が肝要であるという考えに基づき、屋根柱に丸みを取り入れ、人の心を表現しました。

なお、扉の制作は熟練技術者によって 1 年の労を費やし完成しました。

この扉を見て、学生たちが何かを学び取ることができれば幸いです。（1984 年作）

創立 70 周年　片柳 鴻「特に記憶に残る想い出　旅の作品を綴る」より抜粋

躍進 （門扉）
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応
用
生
物
学
部
4
年
の
研
究
成
果
が
国

際
科
学
雑
誌
に
掲
載

応
用
生
物
学
部
教
授
の
論
文
が
「
第
16

回
イ
ン
パ
ク
ト
賞
」を
受
賞

入
谷
康
平
工
学
部
助
教
と
中
西
昭
仁
応

用
生
物
学
部
助
教
の
共
同
研
究
の
内
容

が
査
読
付
き
学
術
雑
誌
に
掲
載

細
野
繁
准
教
授
が
日
本
機
械
学
会
フ
ェ

ロ
ー
に
認
定
さ
れ
る

応
用
生
物
学
部
4
年
生
の
和
田
亮

平
さ
ん(

担
当
教
員 

吉
田
亘
講
師)

の

卒
業
研
究
の
成
果
が
国
際
科
学
雑
誌

「E
p
ig

en
om

es

」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
通
常
よ
り
早
く
研
究
室

に
配
属
さ
れ
る
早
期
配
属
制
度
を
利
用

し
、
3
年
生
の
6
月
か
ら
研
究
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
研
究
活
動
が
中

断
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
研

究
活
動
再
開
後
は
感
染
症
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
な
が
ら
研
究
を
推
進
す
る
こ

と
で
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
研
究
で
は
細
胞
の
老
化
と
共
に

短
く
な
る
染
色
体
の
末
端
構
造
テ
ロ
メ

ア
の
機
能
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
通
常

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
二
重
ら
せ
ん
構
造
を
形
成
し

ま
す
が
、
テ
ロ
メ
ア
領
域
で
は
特
殊
な

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構
造
で
あ
る
グ
ア
ニ
ン
四
重

鎖
構
造
を
形
成
し
ま
す
。
本
研
究
で
は

科

学

雑

誌
『J

ou
rn

a
l of O

leo 

S
cien

ce

』
に
掲
載
さ
れ
た
遠
藤
泰
志

教
授
の
論
文
「A

n
a
lytica

l M
eth

od
s 

to E
v
a
lu

a
te th

e Q
u
a
lity

 of E
d
ib

le 

F
a
ts a

n
d
 O

ils: T
h
e J

O
C
S
 S

ta
n
d
a
rd

 

M
eth

od
s for A

n
a
lysis of F

a
ts, O

ils 

a
n
d
 R

ela
ted

 M
a
teria

ls (2
0
1
3
) a

n
d
 

A
d
v
a
n
ced

 M
eth

od
s.V

ol.6
7
(1

), p
p
.1

-

1
0
 (2

0
1
8
)

」
が
、「
第
16
回
イ
ン
パ
ク

ト
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
賞
は
、
２
０
１
８
～
１
９
年
の J

. 

O
leo S

ci.

掲
載
論
文
で
他
誌
へ
の
引
用

率
が
最
も
高
い
論
文
に
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。
な
お
、
受
賞
式
は
、「
第
60
回
日

本
油
化
学
会
年
会
（
２
０
２
１
年
9
月

6
日
～
11
日
岐
阜)

」
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

入
谷
康
平
工
学
部
助
教
と
中
西
昭
仁

応
用
生
物
学
部
助
教
は
、
国
立
研
究
開

発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
推
進
す

る
先
導
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
未
踏
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
５
０
で
、「
自
己
増
殖
型
資

源
を
利
用
し
た
セ
ル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

軽
量
素
材
の
実
現
」
に
つ
い
て
共
同
で

研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
循

環
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
学

術
論
文
が
査
読
付
き
科
学
誌
「G

lob
a
l 

C
h
a
llen

g
es

」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

細
野
繁
准
教
授
が
一
般
社
団
法
人 

日
本
機
械
学
会
か
ら
「
日
本
機
械
学
会

フ
ェ
ロ
ー
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
機
械
学
会
は
１
８
９
７
年
（
明
治
30

（左） 和田亮平さん　（右） 吉田亘講師

遠藤泰志教授

学生 ・教員の受賞と活動

こ
の
グ
ア
ニ
ン
四
重
鎖
構
造
中
の
ア
デ

ニ
ン
を
メ
チ
ル
化
す
る
と
、
そ
の
熱
安

定
性
が
増
加
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
が
ん
細
胞
で
は
テ
ロ
メ
ア
が

短
く
な
ら
な
い
た
め
無
限
に
増
殖
す
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
テ
ロ
メ
ア

を
安
定
化
さ
せ
る
化
合
物
は
抗
が
ん
剤

と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

本
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
し
た

新
た
な
抗
が
ん
剤
開
発
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

応
用
生
物
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
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「
映
像
表
現
・
芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

優
秀
発
表
賞
を
受
賞

八
王
子
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹

介
す
る
教
育
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞

メ
デ
ィ
ア
学
部
3
年
の
荒
井
穣
さ
ん

が
、
八
王
子
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

を
紹
介
す
る
教
育
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
3
月
19
日(

金)

に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
と

賞
金
10
万
円
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
3
月
8
日
に
開
催
さ
れ

た
「
映
像
表
現
・
芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ

佘
錦
華
教
授
ら
の
共
同
研
究
が

 H
S
I2

0
2
1B

e
st P

a
p
e
r A

w
a
rd

を
受
賞

７
月
８
日
～
10
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
グ
ダ
ニ
ス
ク
で
開
催
さ
れ
た
国
際

会
議
（
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス

） 「1
4
th

 In
tern

ation
al (V

irtu
al) 

C
o
n
fe

re
n
ce

 o
n
 H

u
m

a
n
 S

y
ste

m
 

In
teraction

 (H
S
I 2

0
2
1
)

」

に

お

い

て
、
佘 

錦
華(

シ
ャ 

キ
ン
カ)

教
授

と
他
大
学
の
研
究
者
の
研
究
チ
ー
ム
が

行
っ
た
研
究
内
容
を
連
名
で
発
表
し

た
論
文 

「M
ob

ile R
ob

ot N
avig

ation
 

C
o
n
sid

e
rin

g
 H

o
w

 to
 M

o
v
e
 w

ith
 

a
 
G

ro
u
p
 
o
f 

P
e
d
e
stria

n
s 

in
 
a 

C
rossw

alk

」

がB
est P

ap
er A

w
ard

 

を
受
賞
し
ま
し
た
。

H
S
I2

0
2
1

は
、G

d
an

sk
 U

n
iversity 

of T
ech

n
olog

y

と

IE
E
E
 In

d
u
stria

l 

E
lectron

ics S
ociety

主
催
の
人
間
・
シ

年
）
に
設
立
さ
れ
、
国
内
で
最
大
級
の

会
員
規
模
を
誇
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
フ
ェ
ロ
ー
制
度

で
は
、
学
会
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
技
術
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

１
６
９
１
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
野
准
教
授
は
、
同
学
会
の
設
計
工

学
・
シ
ス
テ
ム
部
門
で
の
学
術
講
演
や

第
94
期
部
門
長
な
ど
、
学
会
の
発
展
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

フ
ェ
ロ
ー
認
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
業
績

と
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。細野繁准教授

メ
デ
ィ
ア
学
部

ム
２
０
２
１
」
に
て
、
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
教
員
と
学
生
が
各
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

映
像
表
現
・
芸
術
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
１
は
、
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

会 

映
像
表
現
＆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
会
、画
像
電
子
学
会
、

芸
術
科
学
会
、
Ｃ
Ｇ
‐
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
の
4

団
体
の
共
催
で
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
Ｃ
Ｇ
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
な
ど
に
関
す
る
活
発
な
議
論
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
受
賞
情
報
】

■
優
秀
発
表
賞

発
表
題
目
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
支
援
す
る
ツ
ー

ル
の
提
案
」

受
賞
者 

中
山
亜
里
沙
さ
ん

ス
テ
ム
融
合
分
野
に
お
け
る
研
究
を
発

表
す
る
専
門
性
の
高
い
国
際
会
議
に
な

り
ま
す
。
今
回
発
表
さ
れ
た
論
文
は
、

人
を
案
内
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
混
ん
で
い

る
交
差
点
で
人
間
と
の
衝
突
を
避
け
る

よ
う
に
軌
道
計
画
と
実
行
を
す
る
手
法

を
提
案
し
、
実
験
に
よ
り
そ
の
有
効
性

を
検
証
し
た
も
の
で
す
。

佘　錦華教授

荒井穣さん （メディア学部 3 年生）

■
ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

発
表
題
目
「
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

作
品
に
お
け
る
話
数
を
基
に
し
た
伏
線

分
布
の
可
視
化
」

受
賞
者 

飯
田
琴
美
さ
ん
、
戀
津
魁

助
教■

ポ
ス
タ
ー
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

発
表
題
目
「
歌
唱
デ
ー
タ
と
歌
詞
の

ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
た
め
の
非
歌
詞
音

声
自
動
検
出
手
法
」

受
賞
者 

齋
藤
奏
さ
ん
、
大
淵
康
成

教
授

■
口
頭
発
表
『
優
秀
発
表
賞
』

発
表
題
目
「
力
学
モ
デ
ル
を
用
い
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
絡
み
の
可
視

化
」受

賞
者 

戀
津
魁
助
教

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
八
王
子
市
教
育

委
員
会
（
後
援 

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
八
王
子
）
の
も
と
、
八
王
子
市
が
都

内
で
初
め
て
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
に

認
定
さ
れ
た
「
霊
気
満
山　

高
尾
山　

～
人
々
の
祈
り
が
紡
ぐ
桑
都
物
語
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
学
園
都
市
八
王
子
の
特

色
を
活
か
し
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
、
八
王
子
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

を
紹
介
す
る
教
育
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
作
品
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

荒
井
さ
ん
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
ス
マ
ホ
動
画
制
作
に

よ
る
地
域
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
）(

指

導
教
員 

千
種
康
民
准
教
授)

で
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
制
作
に
取
り
組
み
、
10

分
間
の
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

工
学
部
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情
報
処
理
学
会
第
83
回
全
国
大
会
に
お

い
て
本
学
学
生
が
学
生
奨
励
賞
を
受
賞

Ｌ
Ｐ
Ｍ
２
０
２
１
でO

u
ts

ta
n

d
in

g
 

S
tu

d
e
n
t P

a
p
e
r A

w
a
rd

を
受
賞

学
生
が
制
作
し
た
「
サ
ン
ク
ス
ナ
ー
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
採
用

２
０
２
１
年
3
月
18
日(

木)

～
20

日(

金)

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
情
報
処
理
学
会
第
83
回
全
国
大
会
に

お
い
て
、
本
学
学
生
が
発
表
し
た
論
文

が
学
生
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。尚
、

２
０
２
１
年
6
月
8
日
～
11
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「T

h
e 

2
2
n
d
 In

tern
a
tion

a
l S

y
m

p
osiu

m
 on

 

L
a
ser P

recision
 M

icrofa
b
rica

tion

」

に
お
い
て
、
大
学
院
工
学
研
究
科
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
修
士
1

年
の
中
尾
根
美
樹
さ
ん(

所
属
研
究

室 

大
久
保
研
究
室)

が S
h
ort O

ra
l 

P
resen

ta
tion

 

を
行
い
、「T

h
e L

P
M

 

2
0
2
1
O

u
tsta

n
d
in

g
 S

tu
d
en

t P
a
p
er 

A
w

a
rd

 (S
h
ort O

ra
l P

resen
ta

tion
)

」 

を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
尾
根
さ
ん
は
、「D

evelop
m

en
t of 

th
e A

I for estim
a
tin

g
 la

ser p
ow

er 

from
 tem

p
eratu

re d
istrib

u
tion

」
と

題
し
て
研
究
発
表
を
行
い
、
内
容
と
し

て
は
、
レ
ー
ザ
加
熱
の
数
値
計
算
を
大

量
に
実
施
し
、
そ
の
レ
ー
ザ
照
射
条
件

と
、
得
ら
れ
た
加
熱
結
果
と
の
関
係
を

学
習
す
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
、
学
習
し
て

い
な
い
加
熱
結
果
か
ら
、
レ
ー
ザ
照
射

条
件
の
内
の
最
も
基
本
的
な
パ
ラ
メ
ー

タ
で
あ
る
レ
ー
ザ
パ
ワ
ー
を
推
定
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
研
究
室
で
開
発
し

て
い
る
レ
ー
ザ
加
熱
の
数
値
計
算
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

精
度
で
学
習
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
医
療
の
最
前
線
で
活

躍
す
る
看
護
師
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
の
気

中
村
秀
明
講
師
が
、
ス
イ
ス
の
バ
ー

ゼ
ル
に
本
社
を
置
く
Ｍ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
社
の
国

際
学
術
雑
誌
「B

iosen
sors

」
か
ら
出

版
予
定
のS

p
ecia

l Issu
e “

M
icrob

ia
l 

B
io

se
n
so

rs fo
r E

n
v
iro

n
m

e
n
ta

l 

M
on

itorin
g

（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

用
微
生
物
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
）”

の
ゲ

ス
ト
エ
デ
ィ
タ
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
微
生
物
バ
イ

オ
セ
ン
サ
ー
の
技
術
は
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
環
境
を
測
る
も
の
で
、

前
学
長
の
故
軽
部
征
夫
先
生
が
世
界
で

初
め
て
実
用
化
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ

の
技
術
は
微
生
物
燃
料
電
池
や
自
動
化

技
術
、
バ
イ
オ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な

ど
の
最
先
端
技
術
と
の
融
合
に
よ
っ
て

目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
研
究
論
文
、
及
び
総
説
の
投

稿
は
２
０
２
２
年
8
月
31
日
ま
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

中
村
秀
明
講
師
が
国
際
学
術
雑
誌 

の

ゲ
ス
ト
エ
デ
ィ
タ
を
担
当

大
学
院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
の
受
賞
者
3
名
は
「
学
士
・
修
士
一

貫
早
期
修
了
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
適
用
の
学

生
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
部
課
程

と
修
士
課
程
を
一
貫
教
育
と
し
て
通
常

よ
り
短
い
5
年
間
で
修
了
し
、「
学
士
」

と
「
修
士
」
の
学
位
が
両
方
取
得
可
能

な
制
度
で
す
。

【
受
賞
情
報
】

■
学
生
奨
励
賞

セ
ッ
シ
ョ
ン
名「
強
化
学
習
・
ロ
ボ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
理
論
」

発
表
題
目
「
複
数
の
モ
デ
ル
か
ら
適

し
た
モ
デ
ル
を
選
択
し
実
行
す
る
強
化

学
習
機
構
の
提
案
」

受
賞
者 
江
平
凌
太
さ
ん
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
2
年
）

指
導
教
員 

田
胡
和
哉
教
授

受
賞
者 

柴
田
大
星
さ
ん
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
2
年
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
名
「
Ｉ
Ｏ
Ｔ
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

発
表
題
目
「
フ
ォ
グ
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
向
き
資
源
管
理
機
構
の
検

討
」指

導
教
員 

田
胡
和
哉
教
授

受
賞
者 

山
下
翔
さ
ん
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
2
年
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
名「
電
子
化
知
的
財
産
・

社
会
基
盤
」

発
表
題
目
「
個
人
情
報
管
理
機
構
に

基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
Ｐ

Ｃ
Ｓ
の
提
案
」

指
導
教
員 

田
胡
和
哉
教
授

受
賞
者 

中
村
哲
平
さ
ん
（
メ
デ
ィ

ア
学
部
4
年
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
名
「
作
業
支
援
」

発
表
題
目
「
流
量
推
定
を
用
い
た
ラ

テ
ア
ー
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の

提
案
」

指
導
教
員 

柿
本
正
憲
教
授
、
戀
津 

魁
助
教

ま
し
た
。

な
お
、本
研
究
は
本
学
片
柳
研
究
所
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
共
同
研
究
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
の
「
官
民
に
よ
る
若
手
研
究
者
発
掘

支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

持
ち
を
伝
え
る
活
動
な
ど
を
展
開
す
る

「
サ
ン
ク
ス
ナ
ー
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
１
９
８
３
年
よ
り
活
動
）
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
作
に
、
本
学
学
生

が
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
件
は
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
医

療
保
健
学
部
と
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
擁
す

る
本
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
最
終
的
に
学
生
か
ら
全
38
件
の
提

案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

本
学
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
修
士
課

程
2
年
の
吉
野
佑
香
さ
ん
が
制
作
し
た

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
採
用
と
な
り
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
活
動
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
『
あ
り
が
と
う
で
咲
か
す
笑
顔
』。

普
段
は
看
護
師
さ
ん
が
私
た
ち
の
笑
顔

を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
看
護
師

さ
ん
に
も
笑
顔
を
届
け
た
い
と
い
う
想

い
を
込
め
、“

花
束
を
受
け
取
っ
た
笑

顔”

を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
温
か
い
ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
を
使
用

し
、
手
書
き
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を
残
す
こ

と
で
、
人
に
寄
り
添
う
優
し
さ
を
表
現

し
た
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
養
学
環

大
学
院

大
学
院

大
学
院

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

工
学
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
研
究
科

学生 ・教員の受賞と活動



※ ： 特別な行事や振替授業以外は土曜日は休校

★ ： 要注意 ( 土曜日 ・ 祝日開講または振替授業実施日 )

八王子キャンパス
前期学位記授与式 9月24日(金)

就職関連行事 9月24日(金)

授業開始 9月27日(月)

休講 9月29日(水)～30日(木)

履修登録 10月4日(月)～5日(火）

履修登録確認・修正 10月6日(水)

紅華祭(学園祭) 10月9日(土)～10日(日)

紅華祭に伴う休講：後片付けのため、全学部・全学年の開講科目について、
8日(金)、11日(月)を休講とする

秋期保護者会(一部対象者のみ、個別面談) 10月9日(土)

★祝日授業開講 11月3日(水)

★補講 11月20日(土)

★祝日授業開講 11月23日(火)

後期末試験時間割発表 12月中旬

冬期休業 12月28日(火)～1月4日(火)

授業終了(セメスター開講科目) 1月17日(月)

授業終了(工学部クォーター開講科目) 1月18日(火)

★補講 1月19日(水)

★授業開講予備日
(自然災害等で休講となった場合の振替日） 1月20日(木)

★後期末試験

1月21日(金)～2月1日(火)
(1月22日(土)含む)
(1月27日(木)は除く)
(最終日は予備日)

卒業論文審査日 2月上旬(予定)

再試験 2月18日(金)～2月24日(木)

成績表(後期)交付 3月中旬

学位記授与式 3月18日(金)(予定)

2022年度 編入生(新入生)ガイダンス 3月23日(水)(予定)

2022年度 在学生ガイダンス、健康診断 3月24日(木)～29日(火)(予定)

蒲田キャンパス
授業開始 9月13日(月)

後期科目履修修正期間 9月13日(月)～17日(金)

医療保健学部卒業研究発表会 9月中旬～10月中旬(予定)

★秋期保護者会(学部生対象) 10月9日(土)

かまた祭(学園祭) 10月30日(土)～31日(日)

かまた祭に伴う休講：準備および後片付けのため、全学部・全学年の開講科目につい
て、10月29日(金)、11月1日(月)を休講とする

後期末試験時間割発表 12月上旬

★授業開講予備日
(自然災害等で休講となった場合の振替日) 12月18日(土)

冬期休業 12月28日(火)～1月4日(火)

補講 1月5日(水)

★月曜日振替授業 1月6日(木)

授業終了 1月13日(木)

補講 1月14日(金)

後期末試験 1月17日(月)～25日(火)

デザイン学部卒業制作展 2月上旬予定

後期再試験 2月1日(火)～4日(金)

成績表(後期)交付 3月中旬

学位記授与式 3月18日(金)

2022年度 
在学生ガイダンス・健康診断・就職関連行事等

3月24日(木)～4月1日(金)
(予定)
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同
窓
会
は
卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
、

在
学
生
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
同
窓
会
発
展
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
在
学
生
で

も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ
ば
、

同
窓
会
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
学
務
課
学
生
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
活
動
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
運
営
を
し
て
お
り
、
大
学
の
様
子
や

同
窓
会
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

2021 年度　主要日誌

2月 1日（月） 山梨県と「UIJターン就職支援に関する協定」を締結

8日（月） 静岡県と「UIJターン就職支援に関する協定」を締結

17日（水） 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）　「持続可能な社会の担い手となる」を開催

3月 3日（水） 東京成徳大学中学・高等学校と教育連携協定を締結

10日（水） 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）　「2020年度の授業を振り返る」を開催

24日（水） 山形県と「UIターン就職支援に関する協定」を締結

4月 14日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「2021年度 運営方針」を開催

5月 12日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「2021年度 基本方針」を開催

6月 2日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「第1期 戦略的教育プログラム結果報告」を開催

7月 7日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「学修成果可視化－GPS academic受検結果について－」を開催

9月 8日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「大学の授業運営における著作権への考え方について」を開催

事務局
便り

2021 年度後期学年暦 ・ 学内行事予定

東
京
工
科
大
学
同
窓
会

公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
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KOUKADAI INFORMATION

２
０
２
１
年
３
月
２
４
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
８
８
号
）

　

～
２
０
２
１
年
８
月
２
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
９
５
号
）ま
で
を
掲
載

２
０
２
１
年
４
月
１
日

２
０
２
１
年
４
月
１
日

２
０
２
１
年
４
月
１
日

応
用
生
物
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
助
手

応
用
生
物
学
部
実
験
助
手

工
学
部
機
械
工
学
科
実
験
助
手

応
用
生
物
学
部
講
師

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
教

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師

片
柳
研
究
所
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
教

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
手

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
言
語
聴
覚
学
専
攻
教
授

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
言
語
聴
覚
学
専
攻
講
師

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
言
語
聴
覚
学
専
攻
助
教

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
講
師

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
助
手

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

副
学
長
（研
究
担
当
）・片
柳
研
究
所
長
（
再
任
）

副
学
長
（地
域
連
携
担
当
）

副
学
長
（経
営
・企
画
担
当
）

応
用
生
物
学
部
長
（再
任
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長

メ
デ
ィ
ア
学
部
長

工
学
部
長
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
長
（再
任
）

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
（再
任
）

教
養
学
環
長
（再
任
）

工
学
部
機
械
工
学
科
長
（再
任
）

工
学
部
長
補
佐
（再
任
） 

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
長
（再
任
）

工
学
部
長
補
佐
（再
任
）

工
学
部
応
用
化
学
科
長
（再
任
）

工
学
部
長
補
佐
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
長

医
療
保
健
学
部
長
補
佐

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
長
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
長
補
佐
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
長
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
長
補
佐
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
長

理
学
療
法
学
専
攻
長
・理
学
療
法
学
科
長
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
長
補
佐
（再
任
） 

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻
長
・作
業
療
法
学
科
長 

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

言
語
聴
覚
学
専
攻
長 

学
長
補
佐
・先
進
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
・教
務
部
長

学
長
補
佐
（再
任
）・就
職
部
長
（
再
任
）

学
長
補
佐
（再
任
）・学
生
部
長
（
再
任
）

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
補
佐
（再
任
）

応
用
生
物
学
部
長
補
佐
（再
任
）

応
用
生
物
学
部
長
補
佐

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
補
佐

メ
デ
ィ
ア
学
部
長
補
佐
（再
任
）

メ
デ
ィ
ア
学
部
長
補
佐

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
補
佐

教
養
学
環
長
補
佐
（再
任
）

命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命

命命命命命命命命

松
井　

 

毅

中
村
知
世

赤
澤
竜
太

嶋　

 

和
明

関　
 

洋
子

盛
川
浩
志

鈴
木
祥
平

田
邉
雄
一

松
吉　

 
俊

武
田
道
夫

梅
川
通
久

武　

 

博

佐
々
木
亮
平

生
井
友
紀
子

渡
辺
時
生

内
山
美
保

江
川
優
子

大
野
祐
子

安
藤
ゆ
う
き

田
中
裕
香
子

吉
原
俊
雄

大
塚
達
也

緒
方　

 

淳

積
田
絵
里
香

千
手
香
織

熊
谷
喜
子

香
川　

 

豊

梅
田　

 

勝

柿
本
正
憲

横
山
憲
二

大
野
澄
雄

大
淵
康
成

山
下　

 

俊

篠
原
一
彦

伊
藤
丙
雄

勝
浦
寿
美

古
井
光
明

髙
木
茂
行

髙
橋
昌
男

五
十
嵐
千
代

田
仲
浩
平

岡
崎
充
宏

中
山　

 

孝

酒
井
弘
美

原
田
浩
美

浦
瀬
太
郎

矢
野
和
義

佐
々
木
和
郎

生
野
壮
一
郎

岩
渕
徳
郎

杉
山
友
康

松
下
宗
一
郎

竹
島
由
里
子

松
村
誠
一
郎

秋
元
卓
央

布
田
裕
一

三
上
浩
司

寺
澤
卓
也

宮
元
三
恵

神
谷
明
美

加
柴
美
里

採　
　

用
（教　
　

員
）

採　
　

用
（職　
　

員
）

任　
　

命
（教　
　

員
）

人
事
（
採
用
・
任
命
・
昇
格
・
退
職
）
・
訃
報

Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
長

コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
長
（再
任
） 

大
学
評
議
会
委
員

大
学
評
議
会
委
員
（再
任
）

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
長

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
長
・デ
ザ
イ
ン
専
攻
長

工
学
研
究
科
長
（再
任
）

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
長
（
再
任
）

医
療
技
術
学
研
究
科
長
・臨
床
検
査
学
専
攻
長

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
長

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
（
再
任
）

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
（再
任
）

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
長
（再
任
）

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
言
語
聴
覚
学
専
攻
勤
務

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　

 

理
学
療
法
学
専
攻
勤
務
・理
学
療
法
学
科
兼
務

命命命命命命 命命命命命命命命

梅
川
通
久

戸
井
朗
人

西
野
智
彦

酒
百
宏
一

佐
藤　

 

淳

酒
百
宏
一

片
桐
利
真

柴
崎
芳
一

柴
田
雅
史

石
畑
宏
明

菊
池　

 

司

竹
田
昌
弘

原
田
浩
美

石
黒
圭
応

清
水 　

潤

菅
原　

 

仁

十
島
純
子

中
山　

 

孝

栗
田
英
明

宮
﨑
貴
朗

忽
那
俊
樹

大
西
咲
子

斎
藤
寛
樹

土
屋
順
子

太
箸
俊
宏

吉
田
真
一

渡
部
祥
輝

阿
部
達
彦

酒
井
弘
美

澤
田
辰
徳

中
川
和
美

石
橋
仁
美

池
田
晋
平

伊
藤
公
一

大
野
勘
太

清
家
庸
佑

友
利
幸
之
介

美
井
野　

 

優

日
下
さ
と
美

石
津
希
代
子

太
田
高
志

江
頭
靖
幸

清
水　

 

潤

村
上
康
二
郎

ラ
イ
エ
ル
・グ
リ
ム
ベ
ル
ゲ
ン

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　

 

作
業
療
法
学
専
攻
勤
務
・作
業
療
法
学
科
兼
務

命

安
倍
あ
き
子

大
学
院
バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
博
士
後
期
課
程
担
当

大
学
院
バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
修
士
課
程
担
当

大
学
院
バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　

メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
課
程
担
当

大
学
院
バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
修
士
課
程
担
当

大
学
院
バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
課
程
担
当

大
学
院
工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻

　

博
士
後
期
課
程
担
当

大
学
院
工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻

　

修
士
課
程
担
当

命命命命 命 命命

村
上
優
子

松
井　

 

毅

加
藤
邦
拓

戸
井
朗
人

董　

 

然

黒
川
弘
章

上
野
祐
樹

入
谷
康
平

藤
田
隆
史

禹　

 

珍
碩

西 　

良
太
郎

関　

 

洋
子

２
０
２
１
年
５
月
１
日

２
０
２
１
年
６
月
１
日

２
０
２
１
年
８
月
１
日

応
用
生
物
学
部
講
師

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

実
践
研
究
連
携
セ
ン
タ
ー
教
授

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
講
師

工
学
部
講
師

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
実
験
助
手

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
理
学
療
法
学
専
攻
講
師

江
村
文
英

榎
内
美
穂

関
根
謙
一
郎

笠
井
亮
佑

鈴
木
博
美

田
中
有
紀

梅
本　

 

暖

田
原
裕
希
恵

高
木
健
志
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２
０
２
１
年
４
月
１
日

２
０
２
１
年
４
月
１
日

２
０
２
１
年
６
月
１
日

２
０
２
１
年
８
月
１
日

入
試
・ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課
勤
務

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課
課
長

　

実
践
研
究
推
進
課
課
長
兼
務

研
究
協
力
部
実
践
研
究
推
進
課
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
勤
務

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課
課
長
補
佐

情
報
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
兼
務

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課
勤
務

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
課
長

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課
課
長
補
佐

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
課
長

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
課
長

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課
課
長

命

教
授
に
任
ず
る

准
教
授
に
任
ず
る

助
教
に
任
ず
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科

応
用
生
物
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
部

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
作
業
療
法
学
専
攻

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
理
学
療
法
学
専
攻

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
部

デ
ザ
イ
ン
学
部

教
養
学
環

命

命命

命命 命 命命命命命命命

内
田
恵
美

大
石
邦
夫

董　

 

然

宇
根
川
杏
子

吉
田　

 

亘

加
藤
邦
拓

日
向
奈
恵

澤
田
辰
徳

栗
田
英
明

布
田
裕
一

天
野
直
紀

末
房
志
野

中
島
健
太

田
村
吾
郎

大
山
昌
彦

鈴
木
万
希
枝

関
つ
く
志

大
和
佳
介

篠
﨑
敏
明

加
藤
健
一

渡
邊
勝
弘

柴
﨑
美
穂

松
本
憲
太
郎

布
施
千
佳

田
口　

 

朗

牧
原　

 

卓

鬼
沢　

 

悟

石
田
親
司

大
和
佳
介

任　
　

命
（職　
　

員
）

昇　
　

格
（教　
　

員
）

２
０
２
１
年
４
月
１
日

事
務
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用

入
試
・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課
勤
務

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
勤
務

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課
勤
務

稲
田
美
穂

菊
澤
良
浩

久
保　

 
新

保
科
友
明

定　

年　

等
（職　
　

員
）

大
学
院
医
療
技
術
学
研
究
科

臨
床
検
査
学
専
攻
修
士
課
程
担
当

命

柴
崎
芳
一

梅
田　

 

勝

岡
崎
充
宏

栗
原
由
利
子

佐
々
木 　

聰

櫻
井　

 

進

篠
原
一
彦

田
仲
浩
平

十
島
純
子

苗
村　

 

潔

清
水　

 

潤

中
川
和
美

細
萱
茂
実

横
田
恭
子

日
向
奈
恵

廣
田
雅
子

高
木
健
志

関
根
謙
一
郎

２
０
２
１
年
５
月
１
日

２
０
２
１
年
８
月
１
日

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

理
学
療
法
学
専
攻
勤
務
・理
学
療
法
学
科
兼
務

実
践
研
究
連
携
セ
ン
タ
ー
長

命命

２
０
２
１
年
３
月
３１
日

２
０
２
１
年
４
月
３０
日

２
０
２
１
年
５
月
３１
日

２
０
２
１
年
７
月
２５
日

梶
原
一
人

大
神
光
江

笠
井
亮
佑

細
萱
茂
実

今
村　

 

亨

髙
見
由
満
子

安
部
美
恵
子

南　

 

順
子

楠
元
直
樹

鈴
木
晶
子

伊
藤
さ
や
か

小
林
里
佳

楠
本
泰
士

佐
藤
宏
樹

阿
部
周
司

越
智
景
子

欠
ノ
下
郁
子

芝
池
成
人

柴
田
千
尋

高
野
有
平

鈴
木
悠
太

田
中
友
和

佐
藤
裕
志

松
田
貴
史

西
田
良
枝

松
永
真
由
美

正
木　

 

仁

池
田
政
治

退　
　

職
（教
員
・職
員
）応

用
生
物
学
部
教
授

工
学
部
講
師

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
教
授

応
用
生
物
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
講
師

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
講
師

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
講
師

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
助
手

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
講
師

教
養
学
環
講
師

応
用
生
物
学
部
助
教

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
教

工
学
部
機
械
工
学
科
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
実
験
助
手

工
学
部
機
械
工
学
科
実
験
助
手

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授

訃　
　

報

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん

で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

宮
下　

安
弘　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
１１
月
２９
日
逝
去　

享
年
８５
歳

　
　

五
嶋　

一
彦　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
１２
月
１６
日
逝
去　

享
年
８８
歳

　
　

細
萱　

茂
実　

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
１
年
７
月
２５
日
逝
去　

享
年
６９
歳

平
成
２２
年
４
月
か
ら
東
京
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
デ
ザ

イ
ン
学
科
教
授
と
し
て
勤
務
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
を
務
め
ら

れ
、
平
成
２６
年
３
月
に
退
職
。
平
成
２６
年
４
月
か
ら
東
京
工

科
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
。

平
成
３
年
４
月
東
京
工
科
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科
教

授
、
平
成
６
年
４
月
か
ら
工
学
部
情
報
通
信
工
学
科
教
授

と
し
て
勤
務
。
計
算
機
セ
ン
タ
ー
長
等
の
役
職
を
務
め
ら

れ
、
平
成
１４
年
３
月
に
退
職
。
平
成
１４
年
４
月
、
東
京
工
科

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
。
紫
綬
褒
章
を
受
章
。

本
学
、
医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
の
細
萱
茂
実
教
授

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

承認番号 実施学部 実験課題

第 21BS-001 号 応用生物学部
白色腐朽菌由来リグニン分解酵素の異
種発現に係る実験

第 21HS-001 号 医療保健学部
風邪症候群診断システム構築のための
呼吸器感染ウィルス特異抗原の作製

第 21BS-002 号 応用生物学部 好塩性細菌の有するプラスミド解析

遺伝子組換え実験実施状況
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KOUKADAI INFORMATION

外部研究費関連

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (C) （一般） 木内 妙子 （医療保健学部看護学科教授） 保育所に勤務する看護師 ・ 保育士のための発達障害対応支援プログラムの開発

瀬之口 潤輔 （コンピュータサイエンス学部教授） 二階層進化計算による条件木を用いた金融市場の構造変化予知と金融政策の効用評価

吉田 亘 （応用生物学部准教授） 等温 PCR を用いた修飾塩基測定法の開発と在宅がん診断への展開

村松 宏 （応用生物学部教授） 顕微 QCM による細胞の薬物応答の総合的評価技術の確立と細胞応答解析への新展開

柴田 雅史 （応用生物学部教授） タカキビの籾殻から得る化粧品 ・ 食品 ・ 医用フォトクロミック顔料

須磨岡 淳 （工学部応用化学科教授） 酸化セリウムナノ粒子を触媒としたゲノム解析キットの開発

中西 昭仁 （応用生物学部助教） 代謝産物を直接活用可能な細胞プラスチックスの新規利用プラットフォームの開発

十島 純子 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻教授）

エンドサイトーシス経路を基軸とした細胞内輸送経路の解明

榎本 みのり （医療保健学部臨床検査学科講師） 睡眠の自然免疫機能への寄与解明のための実態調査および発展的介入試験

村上 優子 （応用生物学部教授） 合成致死表現型を利用した腫瘍増殖機構の解析

大木 正隆 （医療保健学部看護学科准教授）
エンドオブライフケアにおける人生会議の普及に向けて－訪問看護師の 24 時間対
応効果

澤田 辰徳 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻教授）

ランダム化比較試験による運転中断高齢者への予防的作業療法の効果

土屋 順子 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻助教）

リズム聴覚刺激による歩行再学習に伴う筋協調システムの形成基盤の解明

忽那 俊樹 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻講師）

腎臓リハビリのコアコンピテンシーの解明と効果的実践のための教育ストラテジーの構築

西 良太郎 （応用生物学部准教授） 核内ミオシンによる DNA 二本鎖切断修復制御機構の解明

相野谷 威雄 （デザイン学部講師） ロボットデザイン開発における創造性創出 ・ 共有システムの構築

武 博 （コンピュータサイエンス学部助教）
Research on Safe Posture Identification:Modeling the Inclined 
Plane Mowing Beha

若手研究
清家 庸佑 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻助教）

精神障害者の生活機能に着目したオートメーション支援ツールの開発

伊澤 千尋 （応用生物学部助教） 金属イオンの後処理ドープによるシリカの微細構造制御と紫外線ケア化粧品への応用

入谷 康平 （工学部応用化学科助教） 透明発光体を志向した凝集誘起発光性単分子膜の作製

大西 咲子 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻助教）

神経 ・ 筋協調性の筋放電休止期による評価を基準とした ACL 損傷予防プログラム
の開発

董 然 （コンピュータサイエンス学部助教） 文楽人形のカラクリとその序破急を用いた人型コミュニケーションロボットの設計と開発

江川 優子 （医療保健学部看護学科講師） 重篤な状態あるいは死亡となった児童虐待事例の担当保健師の上司および同僚の経験

鈴木 祥平 （メディア学部助教） デスティネーション ・ マーケティングにおける宿泊予約サイトデータ利用に関する研究

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (B) （一般） 暮沢 剛巳 （デザイン学部教授） 万国博覧会に見る 「日本」 -- 芸術 ・ メディアの視点による国際比較

友利 幸之介 （医療保健学部リハビリテーション学
科作業療法学専攻准教授）

リハビリテーションにおける活動と参加レベルの行動変容を促す目標設定アプリの開発

山崎 晶子 （メディア学部准教授） 人間とロボットの共生のための社会学的ロボット学

基盤研究 (B)
（特設分野研究）

榎本 美香 （メディア学部准教授） 祭りの伝承における共同体 〈心体知〉 の体現から生まれる共在感覚の解明

基盤研究 (C) （一般） 森本 樹 （工学部応用化学科准教授） C2 化合物を生成する光触媒反応系の開発

矢野 和義 （応用生物学部教授） 蛍光増強のためのナノ積層構造を有した高感度バイオチップの創製

野嶽 勇一 （応用生物学部教授） 豆乳の乳酸菌発酵ろ液が示す非アルコール性脂肪性肝炎 （NASH） 改善作用の解析

望月 良美 （医療保健学部看護学科講師） 産後腱鞘炎予防のための看護介入プログラムの開発と評価

加柴 美里 （教養学環教授） ミトコンドリア呼吸鎖超複合体へのコエンザイムＱ１０輸送機構の解明

今井 伸二郎 （応用生物学部教授） 健康寿命を延伸する機能性食品成分の効果検証

金光 永煥 （コンピュータサイエンス学部講師） クラウド間連携と仮想化ファンクション集約による計算資源の有効利用に関する研究

黒川 弘章 （工学部電気電子工学科教授） 入れ子構造を持つ粒子群最適化を用いた分岐解析アルゴリズムの高速化

岩下 志乃 （コンピュータサイエンス学部准教授） 雑談対話システムへの個性の付与とそのコミュニケーションへの影響について

羽田 久一 （メディア学部教授） 環境からの風覚刺激による VR 体験の強化

苗村 潔 （医療保健学部臨床工学科教授） 血液透析の血管像とシャント音の自動計測とウェアラブル穿刺支援デバイスの開発

清水 潤 （医療保健学部リハビリテーション学科理
学療法学専攻教授）

炎症性筋疾患における免疫チェックポイント分子とマクロファージの役割に関する検討

石橋 仁美 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻講師）

がん患者の外見と生活の質の向上を目的としたアピアランス自己評価表の開発

前田 憲寿 （応用生物学部教授） 生活素材の経日劣化による生体有害性アルデヒドの発生とその防止対策に関する研究

科学研究費助成事業採択課題一覧 （新規課題）

科学研究費助成事業採択課題一覧 （継続課題）
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研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (C) （一般） 加用 一者 （教養学環准教授） すばる望遠鏡 HSC データにおける重力レンズ探査

浦瀬 太郎 （応用生物学部教授） 下水汚泥に含まれる繊維状マイクロプラスチックの緑農地での挙動の解明

上野 聡 （工学部応用化学科講師） 求核置換反応を起こす求核的ベンゼンの発生とその利用

西尾 和之 （工学部応用化学科教授） 酸化金電池の放電特性

岡崎 充宏 （医療保健学部臨床検査学科教授） 水域領域プラスチックバイオフィルムを介した薬剤耐性菌 / 薬剤耐性遺伝子の拡散挙動

菅原 仁 （医療保健学部リハビリテーション学科理
学療法学専攻教授）

速筋線維を標的とした低強度ダウンヒル歩行トレーニング方法の開発

佐藤 公則 （コンピュータサイエンス学部教授） バーチャルパネルによる新規な次世代型空中個人フェニックス認証システムの開発

櫻井 進 （医療保健学部臨床検査学科教授） 大規模疫学研究に利用できる味覚検査方法の開発とその応用に関する研究

井上 亮文 （コンピュータサイエンス学部准教授） VR エンタテインメントにおける立体形状入出力インタフェースの表現力向上

椿 郁子 （メディア学部准教授） 多言語化に向けた漫画の視線誘導技法の評価

三上 浩司 （メディア学部教授） 生体情報を活用した高次元感情マップによる動的なゲームのレベルデザイン

田仲 浩平 （医療保健学部臨床工学科教授） 医療事故ゼロを目指す近未来の医療データセレクションアクティブセーフティーアシスト

若手研究
大野 勘太 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻助教）

カナダ作業遂行測定 (COPM) の測定精度向上ならびに MCID の推定に関する研究

笠井 亮佑 （医療保健学部臨床工学科講師） バーチャルリアリティを活用した生理学的神経活動に基づく体性痛緩和の定量的評価

伏見 卓恭 （コンピュータサイエンス学部助教） 潜在的スポットへの回遊を考慮した観光行動促進に関する研究

藤田 隆史 （工学部応用化学科助教） 金ナノ粒子触媒の抗炎症作用

山口 淳 （コンピュータサイエンス学部講師） Industry4.0 の有効な導入に向けた改善活動の特徴マップ作成

池田 晋平 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻助教）

中学生の学習支援を目的とした子ども食堂の効果検証と普及に向けたモデルの構築

加納 敬 （医療保健学部臨床工学科助教） 挿入操作の定量的評価とその教育への応用

秋本 和哉 （医療保健学部臨床工学科助手） 在宅血液透析向け自己穿刺補助デバイスの開発

上條 史記 （医療保健学部臨床工学科助教） 院内感染防止を目的とした手洗い法の運動学的リアルタイム評価

浅海 くるみ （医療保健学部看護学科助教） 訪問看護師が主導する慢性疾患患者の在宅エンドオブライフケアプログラムの開発

島峰 徹也 （医療保健学部臨床工学科助教） リニア振動アクチュエータ (LOA) を用いた高頻度振動換気アクチュエータの開発

渡部 祥輝 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻助教）

日常生活の歩行に基づく新しいロッカーソールデザインの構築

研究活動ｽﾀｰﾄ支援 董 然 （コンピュータサイエンス学部助教） 人形インタラクション ： 経験的モード分解と深層学習を用いた人型 AI ロボットデザイン

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (A) （海外学
術調査）

江頭 靖幸 （工学部応用化学科教授）
耐塩性蒸散促進樹種と耕作放棄農地を利用した塩害 ・ 湛水害対策用の植林システ
ムの構築

基盤研究 (C) （一般） 宇田 隆哉 （コンピュータサイエンス学部講師） 機械学習による誤りが引き起こす情報セキュリティ問題に関する研究

遠藤 泰志 （応用生物学部教授） 水晶振動子マイクロバランス法による食用油脂の品質評価

日下 さと美 （医療保健学部リハビリテーション学
科理学療法学専攻講師）

高齢者にとって疲労の少ない水運搬方法の探索と新たな非常用給水袋などの開発

澁谷 恵子 （医療保健学部看護学科教授） 男子看護学生の看護技術教育プログラム開発

十島 純子 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻教授）

GPCR の細胞内輸送による活性調節機構の解明

新山 真奈美 （医療保健学部看護学科准教授） 若年性認知症者の就労支援に関する研究

松吉 俊 （メディア学部講師） 実世界と可能世界が参照可能であるテキストの日本語モダリティ解析

若手研究 加藤 邦拓 （メディア学部助教） 家庭用 AC アダプタのグラウンド端子の持つ電圧を用いた静電摩擦触感ディスプレイ

研究活動ｽﾀｰﾄ支援
太箸 俊宏 （医療保健学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻助教）

全国の市区町村における訪問リハビリテーションの需要と供給体制

科学研究費助成事業採択課題一覧 （繰越 ・ 延長課題）

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (C) （一般） 太田 高志 （メディア学部教授） 物理的なメタファーによる複数のモバイルデバイスの連携を利用したコンテンツデザイン

酒井 弘美 （医療保健学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻教授）

脳卒中片麻痺に対するスティック型簡易上肢機能訓練機器の開発

酒百 宏一 （デザイン学部教授） 地域資源を活かした新たな地域振興と芸術表現のかたち

高橋 昌男 （工学部応用化学科教授）
電気化学的酸化法による次世代電子デバイスに応用可能な絶縁体薄膜低温創製法
の開発

科学研究費助成事業採択課題一覧 （再延長課題）
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科　　　目 金　　　額

収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,418,791,740

手 数 料 収 入 294,043,312

寄 付 金 収 入 33,203,321

補 助 金 収 入 799,966,819

資 産 売 却 収 入 0

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 386,118,419

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 259,742

雑 収 入 225,799,378

借 入 金 等 収 入 0

前 受 金 収 入 2,826,080,330

そ の 他 の 収 入 252,722,328

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,668,891,876

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 76,441,765,202

収 入 の 部 合 計 89,009,858,715

支
出
の
部

人 件 費 支 出 4,788,300,561

教 育 研 究 経 費 支 出 2,735,254,292

管 理 経 費 支 出 1,305,629,454

借 入 金 等 利 息 支 出 0

借 入 金 等 返 済 支 出 0

施 設 関 係 支 出 612,596,406

設 備 関 係 支 出 259,621,588

資 産 運 用 支 出 0

そ の 他 の 支 出 516,907,900

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 825,639,950

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 79,617,188,464

支 出 の 部 合 計 89,009,858,715

科　　　目 金　　　額

収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,369,629,000

手 数 料 収 入 338,278,000

寄 付 金 収 入 30,000,000

補 助 金 収 入 654,655,000

資 産 売 却 収 入 0

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 565,758,000

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 278,000

雑 収 入 190,444,000

借 入 金 等 収 入 0

前 受 金 収 入 3,371,802,000

そ の 他 の 収 入 321,661,396

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,826,080,330

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 79,617,188,464

収 入 の 部 合 計 93,633,613,530

支
出
の
部

人 件 費 支 出 5,054,226,000

教 育 研 究 経 費 支 出 2,380,353,000

管 理 経 費 支 出 1,446,105,000

借 入 金 等 利 息 支 出 0

借 入 金 等 返 済 支 出 0

施 設 関 係 支 出 592,611,000

設 備 関 係 支 出 375,343,000

資 産 運 用 支 出 0

そ の 他 の 支 出 776,078,513

予 備 費 0

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 476,745,815

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 83,485,642,832

支 出 の 部 合 計 93,633,613,530

科　　　目 金　　　額

教
育
活
動
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,418,791,740

手 数 料 294,043,312

寄 付 金 36,690,259

経 常 費 等 補 助 金 798,723,819

付 随 事 業 収 入 386,118,419

雑 収 入 225,799,378

教 育 活 動 収 入 計 13,160,166,927

事 業 活 動 

支 出 の 部

人 件 費 4,835,257,855

教 育 研 究 経 費 4,062,761,545

管 理 経 費 1,523,686,177

徴 収 不 能 額 等 0

教 育 活 動 支 出 計 10,421,705,577

教 育 活 動 収 支 差 額 2,738,461,350

教
育
活
動
外
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

受 取 利 息 ・ 配 当 金 259,742

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0

教 育 活 動 外 収 入 計 259,742

事 業 活 動 

支 出 の 部

借 入 金 等 利 息 0

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0

教 育 活 動 外 支 出 計 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 259,742

経 常 収 支 差 額 2,738,721,092

特
別
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

資 産 売 却 差 額 0

そ の 他 の 特 別 収 入 139,985,384

特 別 収 入 計 139,985,384

事 業 活 動 

支 出 の 部

資 産 処 分 差 額 13,535,759

そ の 他 の 特 別 支 出 0

特 別 支 出 計 13,535,759

特 別 収 支 差 額 126,449,625

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 2,865,170,717

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 748,396,367

当 年 度 収 支 差 額 2,116,774,350

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 22,788,491,754

基 本 金 取 崩 額 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 24,905,266,104

（参考）

事 業 活 動 収 入 計 13,300,412,053

事 業 活 動 支 出 計 10,435,241,336

科　　　目 金　　　額

教
育
活
動
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,369,629,000

手 数 料 338,278,000

寄 付 金 30,000,000

経 常 費 等 補 助 金 654,655,000

付 随 事 業 収 入 565,758,000

雑 収 入 209,837,000

教 育 活 動 収 入 計 13,168,157,000

事 業 活 動 

支 出 の 部

人 件 費 5,217,709,000

教 育 研 究 経 費 3,730,635,000

管 理 経 費 1,670,899,000

徴 収 不 能 額 等 0

教 育 活 動 支 出 計 10,619,243,000

教 育 活 動 収 支 差 額 2,548,914,000

教
育
活
動
外
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

受 取 利 息 ・ 配 当 金 278,000

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0

教 育 活 動 外 収 入 計 278,000

事 業 活 動 

支 出 の 部

借 入 金 等 利 息 0

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0

教 育 活 動 外 支 出 計 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 278,000

経 常 収 支 差 額 2,549,192,000

特
別
収
支

事 業 活 動 

収 入 の 部

資 産 売 却 差 額 0

そ の 他 の 特 別 収 入 0

特 別 収 入 計 0

事 業 活 動 

支 出 の 部

資 産 処 分 差 額 0

そ の 他 の 特 別 支 出 0

特 別 支 出 計 0

特 別 収 支 差 額 0

予 備 費 0

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 2,549,192,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 967,954,000

当 年 度 収 支 差 額 1,581,238,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 24,905,266,104

基 本 金 取 崩 額 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 26,486,504,104

（参考）

事 業 活 動 収 入 計 13,168,435,000

事 業 活 動 支 出 計 10,619,243,000

１． 令和 2 年度決算

単位 ： 円

２． 令和 3 年度予算

① 資金収支計算書 ② 事業活動収支計算書

② 事業活動収支予算書① 資金収支予算書

予算 ・ 決算
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こ
ん
に
ち
は
、
硬
式
庭
球
部
で
す
。

硬
式
庭
球
部
は
近
年
、
入
部
人
数
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
去
年
は
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
東
理

工
科
大
学
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
は
中
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
は
、

9
部
か
ら
8
部
に
昇
格
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
は
部
員
全
員
で
「
昇
格
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
目
標
に
向
か
っ

て
お
互
い
に
指
導
し
合
い
、
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
硬
式
庭
球
部
は
3
年
生
が
男

子
2
人
、
2
年
生
が
男
子
3
人
、
1
年

生
が
男
子
4
人
、
女
子
4
人
の
計
13
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
4
、
5
月
に
関
東
学
生

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
8
月
に
関
東

理
工
科
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ま
た

関
東
学
生
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
、
10
月
に
関

東
理
工
科
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
、
11
月
に
関

東
理
工
科
新
人
戦
大
会
、
2
月
に
関
東

理
工
科
2
軍
戦
大
会
な
ど
、
数
多
く
の

大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
関
東
学
生
テ
ニ
ス

リ
ー
グ
で
1
～
7
部
中
7
部
、
関
東
理

工
科
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
で
1
～
13
部
中
8

部
に
所
属
し
て
お
り
、
両
リ
ー
グ
で
部

を
1
つ
昇
格
で
き
る
よ
う
に
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
理
工

科
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
や
新
人
戦
大

会
で
は
、
シ
ー
ド
を
も
ら
え
る
部
員
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
は
予
選
の

準
決
勝
に
進
ん
だ
選
手
も
い
ま
す
。

　

普
段
の
練
習
は
毎
週
月
～
木
曜
日
の

う
ち
最
低
1
日
以
上
と
土
曜
日
の
週
2

回
以
上
、
校
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
他
大
学
と

の
練
習
試
合
や
対
抗
戦
、
合
同
練
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
は
、コ
ー

チ
な
ど
の
指
導
者
が
い
な
い
た
め
、
自

分
た
ち
の
練
習
内
容
を
考
え
、
チ
ー
ム

で
改
善
点
や
新
た
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
を
考
え
、
良
い
点
や
悪
い
点
を
見
つ

け
出
し
、
そ
こ
を
修
正
す
る
た
め
に

個
々
人
で
学
ん
で
く
る
こ
と
で
、
チ
ー

ム
全
体
の
力
が
挙
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
硬
式
庭
球
部
は
新
入
生
だ
け

で
な
く
、
在
校
生
の
入
部
も
大
歓
迎
で

す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
未
経
験
の
人
や
女

性
部
員
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
い
つ
で

も
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
！
新
し
い
仲

間
を
待
っ
て
ま
す
！

　

文
章

　

C
0
1
1
9
1
7
5　

関　

大
輝

硬式庭球部

学生サークル紹介
東 京 工 科 学大
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硬
式
野
球
部
は
初
心
者
、
経
験
者
関

係
な
く
野
球
を
楽
し
み
た
い
人
、
好
き

な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
部
活
で

す
。
硬
式
野
球
部
の
主
な
活
動
内
容
と

し
て
は
、
週
に
2
回
の
練
習
、
夏
休
み

に
行
う
合
宿
、
春
秋
に
行
わ
れ
る
リ
ー

グ
戦
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
、
東
京
工

科
大
学
硬
式
野
球
部
は
東
京
新
大
学
の

4
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
春
秋
に
行

わ
れ
る
リ
ー
グ
戦
で
4
部
か
ら
3
部
へ

の
昇
進
に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
部
員
は
中
学
や
高
校
か
ら
野

球
を
し
て
い
る
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
初
心
者
も
数
人
入
部
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
各
学

年
に
い
て
練
習
の
サ
ポ
ー
ト
や
試
合
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
場
面
で
手
助
け

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
去
年

に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
試
合
を

た
く
さ
ん
は
行
え
て
い
な
い
状
況
で
す

が
悲
観
的
に
な
ら
ず
に
リ
ー
グ
戦
が
再

開
さ
れ
る
の
を
待
ち
な
が
ら
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

硬
式
野
球
部
は
現
在
、4
年
生
9
人
、

3
年
生
4
人
、
2
年
生
10
人
、
1
年
生

11
人
の
34
人
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
部
員
が
い
た
ほ
う
が
野

球
は
よ
り
楽
し
く
な
る
と
思
う
の
で
初

心
者
、
経
験
者
問
わ
ず
ま
た
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
含
め
て
大
歓
迎
な
の
で
も
し

よ
か
っ
た
ら
硬
式
野
球
部
の
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
！

　

文
章

　

B
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柴
田　

卓
弥

硬式野球部
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私
た
ち
化
粧
品
研
究
サ
ー
ク
ル

L
C
C
で
は
、
主
に
化
粧
品
の
評
価

（
比
較
）
と
化
粧
品
作
製
実
験
（
リ
ッ

プ
、
バ
ス
ボ
ム
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
化
粧
品
の
評
価
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
テ
ー
マ
を
決
め
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と

め
ま
す
。
プ
チ
プ
ラ
と
デ
パ
コ
ス
の

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
比
較
や
市
販
の

パ
ッ
ク
の
評
価
な
ど
を
過
去
に
行
い
ま

し
た
。
化
粧
品
作
製
実
験
で
は
実
際
に

自
身
で
使
用
で
き
る
レ
ベ
ル
の
化
粧
品

を
作
製
し
て
い
ま
す
。
活
動
す
る
う
え

で
、
化
粧
品
を
自
ら
の
手
で
作
製
す
る

こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
基
盤
と

な
る
作
成
方
法
を
基
に
材
料
の
配
合
を

調
製
し
、
自
分
の
求
め
る
化
粧
品
を
作

製
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
ま

た
、
化
粧
品
が
好
き
な
部
員
が
多
い
の

で
化
粧
品
に
つ
い
て
語
り
合
う
な
ど
、

交
流
が
深
め
ら
れ
る
充
実
し
た
サ
ー
ク

ル
活
動
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
私
た
ち
学
生
が
企
画
の
段

階
か
ら
考
え
た
も
の
を
企
業
の
方
に
製

造
を
依
頼
し
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど

商
品
化
し
て
販
売
す
る
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
紅
華
祭
・
か
ま
た
祭

な
ど
の
学
園
祭
に
加
え
、
八
王
子
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
展
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
販
売
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
当

サ
ー
ク
ル
H
Ｐ
よ
り
詳
細
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　

今
年
も
多
く
の
1
・
2
年
生

を
迎
え
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
サ
ー

ク
ル
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！

　

文
章
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73
本
記
を
書
い
て
い
る
２
０
２
１
年
10
月
上
旬

時
点
で
は
、
第
５
波
の
感
染
者
数
が
全
国
で
大

幅
に
減
少
し
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
9
月
30
日
を
も
っ
て
全
都
道
府

県
で
解
除
さ
れ
た
。

本
学
で
は
、
「
学
生
の
成
長
と
安
心

・
安
全

を
第
一
に
考
え
、
教
育

・
研
究
活
動
を
止
め
な

い
」
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、
受
講
人
数
を

６
割
程
度
と
し
た
対
面
授
業
、
多
人
数
授
業
の

遠
隔
授
業
、
対
面

・
遠
隔
授
業
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
の
実
施
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
教
育

効
果
を
考
え
、
前
期
授
業
を
実
施
し
て
き
た
。

８
月
下
旬
か
ら
は
希
望
学
生
を
対
象
と
し
た
職

域
接
種
を
行
っ
た
。
後
期
の
授
業
は
10
月
15
日

ま
で
は
引
き
続
き
、
遠
隔
授
業
を
中
心
と
し
た

授
業
を
実
施
し
、
18
日
以
降
は
前
期
同
様
、
原

則
と
し
て
対
面
で
の
授
業
実
施
と
し
、
履
修
人

数
が
多
い
一
部
科
目
に
つ
い
て
は
遠
隔
授
業
で

実
施
し
て
い
く
。

日
本
で
の
必
要
回
数
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、

全
国
民
の
約
60
％
が
完
了
し
て
い
る
そ
う
だ
。

緊
急
事
態
宣
言
等
の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
と
は

い
え
、
本
学
の
学
園
祭
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

が
決
ま
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
本
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

姿
は
戻
っ
て
き
て
い
な
い
。

学
生
の
笑
顔
が
溢
れ
る
本
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
、
学
生
た
ち
が
本
来
の
学
生

生
活
を
過
ご
せ
る
た
め
に
は
、
一
日
も
早
い
感

染
収
束
を
願
っ
て
、
一
人
一
人
が
引
き
続
き
、

気
を
引
き
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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